
番 号

令和 4 年 10 月 5 日

殿

　　　河野　茂

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

（注）

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科

長崎大学病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

長大病総     1239

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人　長崎大学長

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和３年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒852-8521　長崎市文教町1-14

　国立大学法人　長崎大学

　長崎大学病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

〒852-8501　長崎市坂本１丁目７番１号　

電話　（095）819－7200

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

内分泌内科及び代謝内科については内分泌・代謝内科で対応している。
アレルギー疾患については皮膚科等で対応している。

４腎臓内科

５神経内科

10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

（様式第10）（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

移植外科 脳神経内科 胃・食道外科 大腸・肛門外科
肝胆膵外科・肝
移植外科

泌尿器科・腎移
植外科

形成外科
内分泌・代謝内
科

リハビリテー
ション科

臨床検査科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

乳腺外科及び内分泌外科については、乳腺・内分泌外科で対応している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

３歯科口腔外科

乳腺・内分泌外
科

６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科

病理診断科

５皮膚科

標榜している診療科名について記入すること。

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

595 10.8 605.8 64 0

141 11.2 152.2 27 83

59 0.7 59.7 8 0

0 0 0 9 0

43 0 43 0 0

913 2.8 915.8 29 9

0 0 0 2 40

18 0 18 5 364

12 0.7 12.7 46 6

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

平成 31 年 4 月 1 日

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

39 2 6

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

0 827 874

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 19

合計

16

10

11

9

28

29

16

313

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

72

52

10

23

9

9

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　中尾　一彦　　　　　　　　） 任命年月日

・安全管理部長（平成31年1月1日～平成31年3月31日）
・医療安全管理委員会（医療安全に関する委員会）委員長（平成31年4月1日～継続中）



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

20 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

243.6 ㎡ （主な設備）

185.0 ㎡ （主な設備）

400.4 ㎡ （主な設備）

63.3 ㎡ （主な設備）

3,343 ㎡ （主な設備）

561 ㎡ 室数 室 人

142 ㎡ 室数 室 冊程度

歯科等以外 歯科等 合計

602.2

1614.1

2788

136.755

19.225

34.850

354.903

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

591.2

1257.1

11

357

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
405.55

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

全自動生化学分析装置，全自動免疫分析装置，
全自動糖分析装置，自動グリコヘモグロビン分析計，
全自動キャピラリー電気泳動装置，血液ガス分析装置
多項目自動血球分析装置，塗抹標本作成装置，
全自動血液凝固測定装置

微生物検体処理システム，全自動血液培養測定装置，
全自動同定感受性検査装置，質量分析装置，
安全キャビネット，光学顕微鏡

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

1

収容定員

蔵書数

420

14,570

病床数 50498.2

密閉式自動包埋装置，自動染色装置，自動免疫染色装
置，局所廃棄装置切り出し台，局所廃棄装置付検体保管
庫，安全キャビネット，バーチャルスライド，スマートセク
ション等

解剖台，高圧滅菌装置，ホルマリン希釈装置，臓器乾燥
装置，遺体保存冷蔵庫，教育用カメラシステム等

安全キャビネット，電子顕微鏡，自動血液培養装置，質量
分析装置等

2

136.1



（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

　病院ホームページにて公表。

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

飯田　由紀子
医療を受ける者その他
の医療従事者以外の者

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

後　　　信
九州大学病院　医療安
全管理部　部長

医療に係る安全管理又
は法律に関する識見を
有する者その他の学識
経験を有する者

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

川添　志
山下・川添総合法律事
務所
弁護士

医療に係る安全管理又
は法律に関する識見を
有する者その他の学識
経験を有する者

1

算出
根拠

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 78.4 逆紹介率 45.6

15,641

10,062

1,633

22,033

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

2

0

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術

流産検体を用いた染色体検査

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

0

0

4

0

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法

テモゾロミド用量強化療法

ハイパードライヒト乾燥羊膜を用いた外科的再建術　再発翼状片（増殖組織が角膜輪部を超えるものに限
る。）

マルチプレックス遺伝子パネル検査

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 バルーン肺動脈形成術（BPA） 取扱患者数 22 人　

当該医療技術の概要

慢性肺血栓塞栓性肺高血圧症患者の血栓閉塞病変などにバルーンを用いて肺動脈の再開通を行う

医療技術名 肺静脈隔離術 取扱患者数 100人　

当該医療技術の概要

心房細動治療のためのカテーテルアブレーション手技

医療技術名 ロータブレーター（高速回転冠動脈アテレクトミー）による冠動脈形成術 取扱患者数 8 人　

当該医療技術の概要

高度石灰化病変をロータブレーターで削り、その後に、バルーンやステントで冠動脈形成術を施行

医療技術名 経カテーテル大動脈弁置換術 取扱患者数 38人　

当該医療技術の概要

経カテーテル人工生体弁セットを用いて大動脈弁置換術を実施

医療技術名 低出力半導体レーザーによる光学式齲蝕検査 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 有床義歯咀嚼機能検査 取扱患者数 47人　

当該医療技術の概要

医療技術名 口腔機能検査 取扱患者数 33人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 7

取扱い患者数の合計（人） 251

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

有床義歯の適応が必要な患者に対し治療前後に咀嚼機能を検査する。治療効果の判定や治療方法に対する改善点を検
討するための情報として利用し治療効果の向上を目指す。

グルコース溶出量による咀嚼能力検査、口腔湿潤計による口腔乾燥検査、感圧型咬合シートを用いた咬合力検査、口腔清
掃状態、舌や口唇の運動巧緻性評価、嚥下状態などを計測し、口腔機能状態を総合的に判断し、口腔機能低下症の発現
予防・進行防止に貢献する。

低出力半導体レーザーを利用した小型の装置で、歯質への侵襲なく、観察困難な部位の齲蝕の進行状態を客観的数値
データとして評価する。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 5 71 原発性胆汁性肝硬変 51
2 筋萎縮性側索硬化症 13 72 原発性硬化性胆管炎 3
3 脊髄性筋萎縮症 3 73 自己免疫性肝炎 7
4 パーキンソン病 57 74 クローン病 136
5 大脳皮質基底核変性症 5 75 潰瘍性大腸炎 192
6 シャルコー・マリー・トゥース病 2 76 好酸球性消化管疾患 9
7 重症筋無力症 85 77 クリオピリン関連周期熱症候群 2

8 多発性硬化症／視神経脊髄炎 55 78 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

2

9
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
15 79 TNF受容体関連周期性症候群 1

10 多系統萎縮症 13 80 先天性ミオパチー 1
11 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 27 81 筋ジストロフィー 7
12 ライソゾーム病 6 82 アトピー性脊髄炎 1
13 副腎白質ジストロフィー 1 83 脊髄空洞症 3
14 ミトコンドリア病 5 84 脊髄髄膜瘤 2
15 もやもや病 68 85 遺伝性ジストニア 1
16 プリオン病 1 86 前頭側頭葉変性症 1
17 進行性多巣性白質脳症 1 87 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 2
18 HTLV-1関連脊髄症 6 88 レノックス・ガストー症候群 1
19 全身性アミロイドーシス 29 89 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1

20 ベスレムミオパチー 1 90
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
1

21 神経線維腫症 26 91 スタージ・ウェーバー症候群 1
22 天疱瘡 14 92 結節性硬化症 1
23 表皮水疱症 4 93 色素性乾皮症 1
24 膿疱性乾癬（汎発型） 7 94 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 5
25 高安動脈炎 30 95 特発性後天性全身性無汗症 3
26 巨細胞性動脈炎 10 96 弾性線維性仮性黄色腫 5
27 結節性多発動脈炎 16 97 マルファン症候群 9
28 顕微鏡的多発血管炎 53 98 ウィルソン病 5
29 多発血管炎性肉芽腫症 24 99 モワット・ウィルソン症候群 1
30 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 15 100 アペール症候群 1
31 悪性関節リウマチ 31 101 ウェルナー症候群 2
32 バージャー病 1 102 ヌーナン症候群 1
33 原発性抗リン脂質抗体症候群 6 103 修正大血管転位症 1
34 全身性エリテマトーデス 285 104 単心室症 3
35 皮膚筋炎／多発性筋炎 91 105 三尖弁閉鎖症 1
36 全身性強皮症 116 106 ファロー四徴症 2
37 混合性結合組織病 58 107 アルポート症候群 2
38 シェーグレン症候群 41 108 急速進行性糸球体腎炎 2
39 成人スチル病 13 109 一次性ネフローゼ症候群 33
40 再発性多発軟骨炎 4 110 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 4
41 ベーチェット病 64 111 紫斑病性腎炎 4
42 特発性拡張型心筋症 61 112 間質性膀胱炎（ハンナ型） 13
43 肥大型心筋症 42 113 オスラー病 5
44 再生不良性貧血 28 114 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 4
45 自己免疫性溶血性貧血 3 115 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 3
46 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2 116 フェニルケトン尿症 4
47 特発性血小板減少性紫斑病 19 117 メチルマロン酸血症 1
48 血栓性血小板減少性紫斑病 2 118 ポルフィリン症 1
49 原発性免疫不全症候群 11 119 肝型糖原病 1
50 IgＡ 腎症 49 120 脳腱黄色腫症 1
51 多発性嚢胞腎 21 121 脂肪萎縮症 1
52 黄色靱帯骨化症 14 122 家族性地中海熱 32
53 後縦靱帯骨化症 63 123 強直性脊椎炎 23
54 広範脊柱管狭窄症 3 124 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 2
55 特発性大腿骨頭壊死症 50 125 後天性赤芽球癆 3
56 下垂体性ADH分泌異常症 18 126 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 1
57 下垂体性TSH分泌亢進症 2 127 非特異性多発性小腸潰瘍症 1
58 下垂体性PRL分泌亢進症 9 128 胆道閉鎖症 6
59 クッシング病 6 129 ＩｇＧ４関連疾患 16
60 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 14 130 黄斑ジストロフィー 3
61 下垂体前葉機能低下症 43 131 好酸球性副鼻腔炎 12
62 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1 132 シトリン欠損症  1

63 先天性副腎皮質酵素欠損症 2 133
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
4

64 サルコイドーシス 69 134 無虹彩症 2

65 特発性間質性肺炎 76 135 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症
旧病名（先天性気管狭窄症）

1

66 肺動脈性肺高血圧症 26 136 特発性多中心性キャッスルマン病 13
67 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 23
68 リンパ脈管筋腫症 10
69 網膜色素変性症 5
70 バッド・キアリ症候群 3

疾患数 136
（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。 合計患者数（人） 2,647

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）（様式第2）（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・入院時支援加算（入退院支援加算）

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神科急性期医師配置加算

　・排尿自立支援加算

　・地域医療体制確保加算 　・救命救急入院料１

　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・入退院支援加算（３）

　・認知症ケア加算１

　・精神疾患診療体制加算

　・後発医薬品使用体制加算２

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・精神病棟入院時医学管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・医療安全対策加算１

　・入退院支援加算（１）

　・患者サポート体制充実加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・栄養サポートチーム加算

　・感染対策向上加算１

　・データ提出加算（２）

　・救急医療管理加算

　・診療録管理体制加算１

　・急性期看護補助体制加算（２５対１・看護補助者5割未満）

　・無菌治療室管理加算２

　・放射線治療病室管理加算２（密封小線源による治療）

　・精神科応急入院施設管理加算

　・指導強化加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク分娩管理加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料 （ 結核病棟　７対１ ）

　・入院栄養管理体制加算

　・超急性期脳卒中加算

　・医師事務作業補助体制加算１ （２０対1）

　・看護補助体制充実加算（急性期看護補助体制加算）

　・看護補助加算２（ 精神病棟　５０対１ ）

　・療養環境加算

　・無菌治療室管理加算１

　・放射線治療病室管理加算１（治療用放射性同位元素によ
る場合）

　・緩和ケア診療加算

　・看護職員夜間配置加算（１２対１配置加算２）

　・看護補助体制充実加算（看護補助加算）

　・重症者等療養環境特別加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・歯科外来診療環境体制加算２

　・特定機能病院入院基本料 （ 一般病棟　７対１ ）

　・特定機能病院入院基本料 （ 精神病棟　１３対１ ）

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・特定集中治療室管理料２

　・小児加算（特定集中治療室管理料）
　・早期離床・リハビリテーション加算（特定集中治療室管理
料）

　・脳卒中ケアユニット入院医療管理料 　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・新生児治療回復室入院医療管理料 　・小児入院医療管理料２

　・プレイルーム、保育士等加算（小児入院医療管理料） 　・無菌治療管理加算２（小児入院医療管理料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・救急体制充実加算１（救命救急入院料） 　・高度医療体制加算（救命救急入院料）

　・小児加算（救命救急入院料）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・一般不妊治療管理料 　・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

　・二次性骨折予防継続管理料1 　・遺伝学的検査

　・生殖補助医療管理料1
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

　・外来放射線照射診療料 　・BRCA1/2遺伝子検査（血液を検体とするもの）

　・二次性骨折予防継続管理料3 　・染色体検査 流産検体を用いた絨毛染色体検査

　・下肢創傷処置管理料 　・骨髄微小残存病変量測定

　・院内トリアージ実施料 　・BRCA1/2遺伝子検査（腫瘍細胞を検体とするもの）

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後の場合） 　・がんゲノムプロファイリング評価提供料

　・小児運動器疾患指導管理料
　・禁煙治療補助システム指導管理加算 禁煙治療補助シス
テム加算

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・禁煙治療補助システム指導管理加算

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 　・在宅療養後方支援病院

　・腎代替療法指導管理料 　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・婦人科特定疾患治療管理料 　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

　・がん患者指導管理料ハ 　・薬剤管理指導料

　・がん患者指導管理料ロ 　・ハイリスク妊産婦連携指導料２

　・がん患者指導管理料ニ 　・検査・画像情報提供加算／電子的診療情報評価料

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後の場合） 　・医療機器安全管理料2

　・外来緩和ケア管理料 　・医療機器安全管理料1

　・慢性維持透析患者外来医学管理料の注3の加算　腎代替
療法実績加算

　・療養・就労両立支援指導料の注3に掲げる相談支援加算

　・喘息治療管理料 　・がん治療連携計画策定料

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・外来排尿自立指導料

　・糖尿病合併症管理料 　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・がん患者指導管理料イ 　・ハイリスク妊産婦連携指導料１

　・心臓ペースメーカー指導管理料の注5に掲げる遠隔モニタ
リング加算

　・ニコチン依存症管理料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウイルス疾患指導料 　・外来腫瘍化学療法診療料1

　・外来栄養食事指導料の注2に規定する施設基準 　・外来腫瘍化学療法診療料の注6に規定する連携充実加算

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

　・ポジトロン断層撮影又はポジトロン断層・コンピューター断
層複合撮影

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料(治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。)

　・内服・点滴誘発試験 　・がん患者リハビリテーション料

　・センチネルリンパ節生検（乳がんに係るものに限る。） 　・通院・在宅精神療法　（児童思春期精神科専門管理加算）

　・経気管支凍結生検法 　・精神科作業療法

　・長期脳波ビデオ同時記録検査１ 　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・神経学的検査 　・運動器リハビリテーション料(Ⅰ)

　・補聴器適合検査 　・（運動器リハビリテーション初期加算）

　・ロービジョン検査判断料 　・呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)

　・小児食物アレルギー負荷検査 　・（呼吸器リハビリテーション初期加算）

　・時間内歩行試験／シャトルウォーキングテスト 　・連携充実加算

　・胎児心エコー法 　・心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)

　・ヘッドアップティルト試験 　・（心大血管疾患リハビリテーション初期加算）

　・皮下連続式グルコース測定 　・脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・(脳血管疾患等リハビリテーション初期加算）

　・検体検査管理加算(Ⅳ) 　・頭部MRI撮影加算

　・国際標準検査管理加算 　・画像診断管理加算３

　・遺伝カウンセリング加算 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・無菌製剤処理料

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・外来化学療法加算１

　・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体 　・外傷全身CT加算

　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）／抗ＨＬＡ抗体（抗体特
異性同定検査）

　・大腸CT撮影加算

　・HPV核酸検出 　・心臓MRI撮影加算

　・HPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 　・乳房MRI撮影加算

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 　・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・がんゲノムプロファイリング検査 　・CT撮影／MRI撮影

　・先天性代謝異常症検査 　・冠動脈CT撮影加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

　・脳刺激装置植込術(頭蓋内電極植込術を含む)／脳刺激
装置交換術

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１及び２

　・頭蓋骨形成手術(骨移動を伴うものに限る。)
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
わないもの）／乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

　・椎間板内酵素注入療法 　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算
　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・内視鏡下脳腫瘍生検術 　・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

　・内視鏡下脳腫瘍摘出術
　・上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る。)(歯科診療以外
の診療に係るものに限る。)／下顎骨形成術(骨移動を伴う場
合に限る。)(歯科診療以外の診療に係るものに限る。)

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術の注に掲げる処理骨再建加
算

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 1・2

　・骨悪性腫瘍手術の注に掲げる処理骨再建加算 　・人工中耳植込術

　・骨移植術(軟骨移植術を含む。)(同種骨移植(非生体)(同
種骨移植(特殊なものに限る。)))

　・人工中耳用材料

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・人工内耳植込術

　・後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの） 　・植込型骨導補聴器移植術／植込型骨導補聴器交換術

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 　・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・処置の休日加算１／時間外加算１／深夜加算１
　・網膜付着組織を含む硝子体切除術(眼内内視鏡を用いる
もの)

　・皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定す
る場合に限る。）

　・網膜再建術

　・自家脂肪注入 　・植込型骨導補聴器植込術

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・耳管用補綴材挿入術

　・人工腎臓 　・羊膜移植術

　・導入期加算３ 　・緑内障手術 眼内法

　・透析液水質確保加算 　・緑内障手術 その他のもの

　・慢性維持透析濾過加算
　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する
糖尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・緑内障手術 濾過胞再建術

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・医療保護入院等診療料 　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

　・多血小板血漿処置 　・仙骨神経刺激装置植込術／仙骨刺激装置交換術

　・エタノールの局所注入(甲状腺に対するもの) 　・角結膜悪性腫瘍切除術

　・エタノールの局所注入(副甲状腺に対するもの) 　・角膜移植術（内皮移植加算）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

　・植込型補助人工心臓(非拍動流型)
　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）／両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・大動脈バルーンパンピング法(IABP法) 　・同種死体膵移植術

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） 　・同種死体膵腎移植術

　・補助人工心臓 　・同種死体小腸移植術

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・体外衝撃波膵石破砕術

　・ペースメーカー移植術／ペースメーカー交換術 　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・ペースメーカー移植術／ペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）／両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）／植込型除細動器交換術（そ
の他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・内視鏡下筋層切開術 　・体外衝撃波胆石破砕術

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 　・腹腔鏡下肝切除術

　・胸腔鏡下弁形成術
　・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・胸腔鏡下弁置換術 　・生体部分肝移植術

　・経カテーテル大動脈弁置換術 　・同種死体肝移植術

　・同種死体肺移植術
　・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・生体部分肺移植術
　・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術
を含む。）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は１
肺葉を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）／内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術／胃瘻閉鎖術（内視鏡による
もの）／小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）／結腸瘻閉鎖術
（内視鏡によるもの）／腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）／尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）／膀胱腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）／腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術 4気管支形成を伴う肺切除 　・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・強度変調放射線治療(IMRT)

　・腹腔鏡下仙骨腟固定術 　・高エネルギー放射線治療

　・腹腔鏡下仙骨腟固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・1回線量増加加算（全乳房照射）

　・埋没陰茎手術 　・周術期薬剤管理加算（麻酔管理料(Ⅰ)）

　・陰嚢水腫手術　鼠径部切開によるもの 　・麻酔管理料(Ⅱ)

　・陰嚢水腫手術　その他 　・周術期薬剤管理加算（麻酔管理料(Ⅱ)）

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 　・放射線治療専任加算

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの）

　・外来放射線治療加算

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 　・手術の休日加算１／時間外加算１／深夜加算１

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6(歯科点数表
第2章第9部の通則4を含む。)に掲げる手術

　・腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術
　・子宮附属器腫瘍摘出術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群の患
者に対して行うものに限る。）（医科点数表第2章第10部手術
の通則の19に掲げる手術）

　・人工尿道括約筋植込・置換術
　・乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群の患者に対して行
うものに限る。）（医科点数表第2章第10部手術の通則の19に
掲げる手術）

　・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外） 　・麻酔管理料(Ⅰ)

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・自己生体組織接着剤作成術

　・同種死体腎移植術 　・自己クリオプレシピテート作製術（用手法）

　・生体腎移植術 　・同種クリオプレシピテート作製術

　・膀胱水圧拡張術 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・ハンナ型間質性膀胱炎手術 　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・腹腔鏡下小切開腎部分切除術 　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・腹腔鏡下小切開腎摘出術 　・体外式膜型人工肺管理料

　・腹腔鏡下小切開腎(尿管)悪性腫瘍手術 　・輸血管理料Ⅰ

　・腎腫瘍凝固・焼灼術(冷凍凝固によるもの) 　・貯血式自己血輸血管理体制加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・腹腔鏡下小切開副腎摘出術
　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・レーザー機器加算

　・歯科麻酔管理料

　・周術期薬剤管理加算（歯科麻酔管理料）

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・う蝕歯無痛的窩洞形成加算

　・CAD／CAM冠及びCAD／CAMインレー

　・有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯
科技工加算１及び２

　・上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る。)(歯科診療に係
るものに限る。)／下顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限
る。)(歯科診療に係るものに限る。)

　・

　・歯周組織再生誘導手術 　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類

　・歯科画像診断管理加算１ 　・

　・歯科画像診断管理加算２ 　・

　・手術用顕微鏡加算 　・

　・歯根端切除手術の注３ 　・

　・口腔粘膜処置 　・

　・有床義歯咀嚼機能検査２のイ／ロ 　・

　・咀嚼能力検査 　・

　・咬合圧検査 　・

　・精密触覚機能検査 　・

　・睡眠時歯科筋電図検査 　・

　・保険医療機関間の連携による病理診断
　・顎口腔機能診断料(顎変形症(顎離断等の手術を必要とす
るものに限る。)の手術前後における歯科矯正に係るもの)

　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

　・口腔病理診断管理加算２

　・歯科疾患管理料の注11に掲げる総合医療管理加算 　・入院時食事療養（Ⅰ）・入院時生活療養費（Ⅰ）

　・歯科治療時医療管理料 　・

　・有床義歯咀嚼機能検査１のイ／ロ 　・

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・1回線量増加加算（前立腺照射）

　・定位放射線治療

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・デジタル病理画像による病理診断

　・病理診断管理加算2

　・悪性腫瘍病理組織標本加算 　・歯科矯正診断料

施　設　基　準　の　種　類

　・画像誘導放射線治療加算(IGRT)

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 19

剖検率（％） 7

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

112

　・

　・

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・マルチプレックス遺伝子パネル検査 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

2,000,000
日本学術
振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

14,300,000
日本学術
振興会

 ATL発症クローンの同定・解
析に基づく病因解明と個別
化検査法の確立

小児がん患者における入院
中の活動量(体位変換の量を
含む)と運動機能に関する調
査

夏迫　歩美 リハビリテーション部 207,697
日本学術
振興会

460,000
日本学術
振興会

長谷川　寛雄 検査部

ゲーム依存の社会浸透を防
げるか？統合的科学評価と
早期依存対策に向けた基盤
研究

大山　要 薬剤部

胃酸分泌抑制薬がオキサリ
プラチンの神経障害に及ぼ
す影響に関する検討

橋詰　淳哉 安全管理部

単球・マクロファージおよびミ
クログリアの動態からみた中
枢神経障害の病態解析

田崎　修
高度救命救急セン

ター
3,300,000

日本学術
振興会

ATLL及びB細胞性ﾘﾝﾊﾟ腫発
症ﾘｽｸ評価・判定法の開発

長谷川　寛雄 検査部 150,000
日本学術
振興会

ナノ銀イオンコーティングによ
るインプラント上部構造のプ
ラーク沈着抑制効果

里　美香 歯科衛生士室 213,520
日本学術
振興会

遺伝性乳がん・卵巣がん症
候群に関する看護職者教育
プログラムの開発

松本　恵
腫瘍外科

（第一外科）
800,000

日本学術
振興会

個々の赤血球容積および平
均赤血球容積の正確性を探
る

森　沙耶香 検査部 450,000
日本学術
振興会

肺非結核性抗酸菌症と腸内
細菌叢の関連性の解析

今村　圭文
呼吸器内科
（第二内科）

1,300,000
日本学術
振興会

深層学習を用いた舌骨上・
下筋群の協調パターン解析
に基づく嚥下機能評価技術
の確立

玉田　泰嗣 特殊歯科総合診療部 50,000
日本学術
振興会

肺動脈性肺高血圧症での新
規アポトーシス誘導物質の病
態への関連性と新規治療法
の開発

江口　正倫 循環器内科 1,300,000
日本学術
振興会

（様式第3）
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デクスメデトミジンの心筋保護
作用と心臓血管外科周術期
管理への応用

東島　潮 麻酔科 400,000
日本学術
振興会

腎癌におけるフェロトーシス
の分子機構の解明と新たな
治療戦略の構築

望月　保志
泌尿器科・腎移植外

科
1,000,000

日本学術
振興会

独自ラット肺移植モデルを用
いた間葉系幹細胞による拒
絶抑制法の開発

宮崎　拓郎
腫瘍外科

（第一外科）
800,000

日本学術
振興会

胎児由来mRNA/microRNA
の機能解析とその臨床的意
義に関する研究

永田　愛(東島) 産科婦人科 800,000
日本学術
振興会

てんかん原生獲得における
Neurovascular unit機能破綻
の機序解明

馬場　史郎 脳神経外科 700,000
日本学術
振興会

痛みを伴うのに咬みしめはど
うして習癖に移行するのか？
-筋抵抗性変化との関連-

鳥巣　哲朗 義歯補綴治療室 800,000
日本学術
振興会

絨毛性疾患における妊娠関
連胎盤特異的microRNAの
臨床的意義に関する研究

長谷川　ゆり 産科婦人科 900,000
日本学術
振興会

頸部聴診法の人工知能化に
よる嚥下モニターの開発

玉田　泰嗣 特殊歯科総合診療部 600,000
日本学術
振興会

外傷性咬合による骨吸収に
おけるHMGB1の関与

鵜飼　孝 口腔管理センター 1,000,000
日本学術
振興会

適正な医療資源活用と医療
費抑制のためのがん薬物療
法効果予測研究

福田　実 がん診療センター 1,200,000
日本学術
振興会

骨形成におけるROSの影響
とそれを抑制するインプラント
表面の設計

尾立哲郎 冠補綴治療室 1,100,000
日本学術
振興会

発汗障害解明に向けた汗腺
の上皮間葉転換分子動態の
解析

小池　雄太
皮膚科・アレルギー

科
1,400,000

日本学術
振興会

多機能性経肺投与型ナノ微
粒子を基盤とした難治性肺
がんに対する遺伝子・核酸医
薬開発

兒玉　幸修 薬剤部 1,300,000
日本学術
振興会

重症患者における小腸粘膜
細胞傷害　－発生メカニズム
の解明と新規治療戦略の構
築－

関野　元裕 集中治療部 900,000
日本学術
振興会

生体外MRIで作成した高分
解能定量的磁化率マップに
よる動脈硬化性プラーク成分
解析

石丸　英樹 放射線科 200,000
日本学術
振興会

神経微小環境と免疫細胞の
相互作用による膵発癌・増悪
の機序解明

田中　貴之
移植・消化器外科（第

二外科）
1,200,000

日本学術
振興会
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SGLT2阻害薬による心筋虚
血再灌流傷害に対する心保
護効果の機序解明

柴田　伊津子 麻酔科 1,000,000
日本学術
振興会

腎癌における逐次交換療法
における効果予測モデルの
構築：免疫複合体に注目した
検討

光成　健輔
泌尿器科・腎移植外

科
1,200,000

日本学術
振興会

長時間の高濃度酸素吸入が
幹細胞の動員と臓器虚血再
灌流傷害に与える影響

稲冨　千亜紀 麻酔科 1,100,000
日本学術
振興会

骨吸収抑制薬剤関連顎骨壊
死に対するMRIの役割

佐々木　美穂 歯科放射線室 1,200,000
日本学術
振興会

脳梗塞に対する幹細胞移植
後の機能回復に関連する脳
可塑性の解明

日宇　健 脳神経外科 1,200,000
日本学術
振興会

地域医療情報システムを用
いた脳卒中・心疾患共通レジ
ストリ構築と予後予測因子の
探索

立石　洋平 脳神経内科 600,000
日本学術
振興会

口腔扁平上皮癌患者の口腔
内細菌叢Dysbiosis同定と革
新的癌複合免疫療法開発

岡野　慎士 病理診断科・病理部 1,100,000
日本学術
振興会

肺リンパ腫における気管支肺
胞洗浄液を用いた内科的診
断手法の確立

原　敦子
呼吸器内科
（第二内科）

500,000
日本学術
振興会

人工知能を用いた口腔がん
の細胞診・予後判定システム
の開発

見立　英史
顎口腔再生外科室

(第二口腔外科)
600,000

日本学術
振興会

Trained immunityによるアト
ピー性気管支喘息根治療法
の開発

深堀　範
呼吸器内科
（第二内科）

444,588
日本学術
振興会

間質性肺疾患におけるフレイ
ルの意義と神経筋電気刺激
療法による介入戦略

花田　匡利 リハビリテーション部 700,000
日本学術
振興会

好中球機能に着目したインフ
ルエンザ関連細菌性肺炎の
重症化機序解明

小佐井　康介 検査部 1,200,000
日本学術
振興会

単球機能解析からアプロー
チする全身性強皮症の新規
バイオマーカーおよび治療
標的同定

岩本　直樹
リウマチ・膠原病内科

(第一内科)
1,200,000

日本学術
振興会

脂肪幹細胞による肺胞バリア
機能強化とALI/ARDSへの新
たな細胞治療の基礎研究

石井　光寿
腫瘍外科

（第一外科）
1,200,000

日本学術
振興会

hsdS遺伝子組換え膜光透過
性固定株を用いた侵襲性肺
炎球菌感染症のメカニズム
解明

山本　和子
呼吸器内科
（第二内科）

800,000
日本学術
振興会

ウルトラファインバブル(ナノ
バブル)水を使用した創傷治
癒促進戦略

大石　海道
腫瘍外科

（第一外科）
1,500,000

日本学術
振興会
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カルシウムハンドリング制御
による敗血症性心筋症の治
療戦略

吉富　修 麻酔科 1,200,000
日本学術
振興会

多施設共同研究による舌癌
予防郭清の適応決定、バイ
オマーカー検索と組織バンク
の構築

大鶴　光信
口腔顎顔面外科室

(第一口腔外科)
1,500,000

日本学術
振興会

悪性腸腰筋症候群の病態に
筋紡錘が与える影響の解明
と疼痛コントロール方法の検
討

石井　浩二 麻酔科 1,300,000
日本学術
振興会

口腔がんの進展・転移にお
ける低酸素環境下での
cPLA2の働き

佛坂　由可
口腔顎顔面外科室

(第一口腔外科)
1,400,000

日本学術
振興会

β－シクロデキストリンの包接
および除放作用を応用した
新規根管貼薬剤の開発

柳口　嘉治郎
保存・補綴歯科
（虫歯治療室）

1,900,000
日本学術
振興会

遠隔専門医療支援における
サイバーコンサルテーション
の有用性の検討

辻野　彰 脳神経内科 1,300,000
日本学術
振興会

ペムブロリズマブの治療効果
予測に関する薬剤感受性機
構の解明

鳴瀬　智史
口腔顎顔面外科室

(第一口腔外科)
1,300,000

日本学術
振興会

健診コホートのプロテオミクス
と人工知能を基盤とする関節
リウマチ個別化予防の構築

大山　要 薬剤部 7,000,000
日本学術
振興会

がん化学療法誘発口腔粘膜
炎に対するTNF-αアンタゴ
ニストの効果についての検討

吉松　昌子 口腔管理センター 800,000
日本学術
振興会

原爆被爆者に見られるクロー
ン性造血の解析

佐藤　信也 血液内科(原研内科) 1,000,000
日本学術
振興会

ICT連携の検査データ共有
による糖尿病コントロールと
歯周治療の数値的関係の解
明

山下　利佳 口腔管理センター 1,500,000
日本学術
振興会

敗血症における腸管虚血の
制御：循環作動薬および鎮
静薬が腸管血流に与える影
響

横山　陽香
（井上　陽香）

麻酔科 600,000
日本学術
振興会

セラミド含有exosomeを介した
新規NASH進展メカニズムの
解明

福島　真典 消化器内科 500,000
日本学術
振興会

交代勤務看護師を対象とし
た認知行動療法を用いた睡
眠衛生教育プログラムの確
立

長浦　由紀
(現姓：牛込由紀)

総合診療科 300,000
日本学術
振興会

HER2陽性乳癌のイメージガ
イド下手術におけるtracer検
索

大坪竜太 腫瘍外科(第１外科) 800,000
日本学術
振興会

男性骨粗鬆症の病態解明を
目指したコホート調査：高解
像度定量的CTによる解析

岡崎　成弘 整形外科 200,000
日本学術
振興会
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臨床研究の質と研究者を取
り巻く環境要因および心理的
要因との関連

佐藤　俊太朗
臨床研究センター
(臨床研究ユニット)

900,000
日本学術
振興会

肝細胞癌分子標的薬治療の
有害事象予測モデルを組み
合わせた新規効果予測

佐々木　龍 消化器内科 800,000
日本学術
振興会

生体における膝関節動態解
析。健常、靭帯損傷、変形性
関節症を含む。

中添　悠介 整形外科 300,000
日本学術
振興会

口腔内細菌叢とACPA成熟
に着目したRA発症機序の解
明

辻　良香
リウマチ・膠原病内科

(第一内科)
1,500,000

日本学術
振興会

浸潤性粘液腺癌の原因遺伝
子解析研究

黒田　揮志夫 病理診断科・病理部 1,500,000
日本学術
振興会

シェーグレン症候群唾液腺
におけるTLR7シグナル活性
および機能解析

清水　俊匡 臨床研究センター 1,700,000
日本学術
振興会

プロサイモシンα由来ペプチ
ドによるシスプラチン誘発性
腎障害の新規予防法開発

鳥越　健太 腎臓内科 1,000,000
日本学術
振興会

間葉系幹細胞が敗血症にお
ける凝固線溶機能に与える
影響：組織因子を指標とし た
検討

矢野　倫太郎 集中治療部 1,000,000
日本学術
振興会

T細胞に着目した特発性多
中心性キャッスルマン病の病
態解明

住吉　玲美 臨床研究センター 1,000,000
日本学術
振興会

歯髄由来幹細胞新規分離膜
による歯髄組織由来膜分取
幹細胞の分取法の確立

山本　耕平 歯科保存治療室 1,700,000
日本学術
振興会

ボリュームカプノグラム分析を
用いた肺内シャントの検討

荒木　寛 集中治療部 500,000
日本学術
振興会

成育期における咀嚼・嚥下
機能発達と顎顔面形態成長
の相互制御機構の解明

吉見　知子 矯正歯科 1,600,000
日本学術
振興会

羊膜マイクログラフト混成型
人工神経による末梢神経再
生

岩尾　敦彦 形成外科 1,700,000
日本学術
振興会

魚介アレルギー患者の血清
IgEの測定とアレルゲンの同
定

松本　舞 皮膚科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科 1,200,000
日本学術
振興会

薬剤関連顎骨壊死の治療予
後に寄与する骨膜反応の放
射線学的および病理組織学
的解析

林田　咲
口腔顎顔面外科室

(第一口腔外科)
1,300,000

日本学術
振興会

正確で簡便な看護業務時間
測定と評価による業務改善シ
ステムの検証と実装に向けた
研究

岡田　みずほ 看護部管理室 1,000,000
日本学術
振興会
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乳癌発癌機構におけるゲノ
ム不安定性の53BP1を指標と
した総合的解析

上木　望
地域病理診断支援セ

ンター
700,000

日本学術
振興会

低分子化合物による肝前駆
細胞を用いた肝加齢性変化
の改善、若返り治療

原　貴信
移植・消化器外科（第

二外科）
1,300,000

日本学術
振興会

被膜のない甲状腺濾胞性病
変の意義：結節内結節病変
に着目した分子病理学的解
析

黒濱　大和 病理診断科・病理部 1,400,000
日本学術
振興会

マウス小腸移植モデルを用
いた小腸移植後抗体関連型
拒絶反応の発症機序と治療
法の解明

松島　肇
移植・消化器外科（第

二外科）
1,200,000

日本学術
振興会

COVID-19患者における口
腔内細菌叢の解析

太田　賢治 検査部 1,800,000
日本学術
振興会

ケミカルダイレクトリプログラミ
ングによる肺胞上皮細胞誘
導法の開発

土肥　良一郎
腫瘍外科

（第一外科）
1,800,000

日本学術
振興会

臍帯由来間葉系幹細胞誘導
筋芽細胞を用いた革新的消
化器手術合併症予防法の開
発

小林　慎一朗
移植・消化器外科（第

二外科）
900,000

日本学術
振興会

肺癌術後患者における術後
呼吸筋機能障害に着目した
新たなアプローチの検討

及川　真人 リハビリテーション部 2,100,000
日本学術
振興会

Ex vivo再生肺における生体
内微小環境を再現した肺胞
上皮構造の再構築

橋本　泰匡
腫瘍外科

（第一外科）
1,500,000

日本学術
振興会

骨形成不全症患者の骨折治
癒促進を目的とした高機能
骨誘導性基質の開発

野田　さわこ
（改姓：石井さわこ）

医療教育開発セン
ター（歯科）

900,000
日本学術
振興会

変形性顎関節症（SAMP3）マ
ウスを用いた顎関節形態変
化と顎機能障害の関連の解
明

森内　絵美 矯正歯科 2,000,000
日本学術
振興会

二光子励起顕微鏡を用いた
口腔癌のイメージングと深部
評価のためのツール開発

緒方　絹子
顎口腔再生外科室

(第二口腔外科)
1,400,000

日本学術
振興会

乳幼児のガンシクロビル治療
最適化のための薬物動態解
析と治療効果に関する研究

里　加代子 薬剤部 700,000
日本学術
振興会

ナノバブルを用いた新規根
管洗浄システムの有効性お
よび安全性の検討

中園　史子 歯科保存治療室 1,300,000
日本学術
振興会

羊膜由来間葉系幹細胞にお
ける細胞接着メカニズムに基
づいた骨芽細胞分化誘導法
の開発

江頭　寿洋 口腔管理センター 1,100,000
日本学術
振興会

嗅覚受容による全く新しい発
汗制御：熱中症予防や発汗
異常の治療方法の確立にむ
けて

村山　直也
皮膚科・アレルギー

科
1,100,000

日本学術
振興会

多剤耐性緑膿菌による人工
呼吸器関連肺炎モデルにお
けるIL-22の有効性の検討

岩永　直樹
呼吸器内科
(第二内科)

1,200,000
日本学術
振興会
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銀系無機抗菌剤と上皮成長
因子伝達能を有するティッ
シュコンディショナーの開発

叶井　里歩 義歯補綴治療室 1,200,000
日本学術
振興会

リハビリテーション効果を促
通する新たな介入戦略として
のN-back課題の有効性

光永　済 リハビリテーション部 1,200,000
日本学術
振興会

ICU獲得性筋力低下に対し
て運動療法と栄養療法を併
用する新たな治療戦略

関野　元裕 麻酔科 10,000
日本学術
振興会

見える化した医療者の手技と
機能評価を学習した人工知
能による嚥下機能評価法の
構築

高橋　陽助 麻酔・生体管理科 1,200,000
日本学術
振興会

共生細菌の糖利用競争力を
利用した耐性菌制御法の構
築

村田　美香 検査部 150,000
日本学術
振興会

ICU獲得性筋力低下に対し
て運動療法と栄養療法を併
用する新たな治療戦略

矢野　雄大 リハビリテーション部 10,000
日本学術
振興会

アミノ酸固定化カラムと神経
筋接合部に対する病原性自
己抗体

吉村　俊祐 脳神経内科 100,000
日本学術
振興会

ICU獲得性筋力低下に対し
て運動療法と栄養療法を併
用する新たな治療戦略

花田　匡利 リハビリテーション部 10,000
日本学術
振興会

ホワイトボックス型AIによる睡
眠データからの不顕性誤嚥
群検出とそのメカニズム解明

土井　めぐみ 看護部　７階東 100,000
日本学術
振興会

HTLV-1のシェーグレン症候
群病態形成への直接的関与

清水　俊匡 臨床研究センター 600,000
日本学術
振興会

Ex vivo再生肺創出への生理
的刺激の最適化と国際基盤
的研究ネットワークの構築

土谷　智史
腫瘍外科学（第一外

科）
3,500,000

日本学術
振興会

ホワイトボックス型AIによる睡
眠データからの不顕性誤嚥
群検出とそのメカニズム解明

玉田　泰嗣 特殊歯科総合診療部 350,000
日本学術
振興会

病因関連分子と治癒関連分
子を基盤とした薬剤関連顎
骨壊死の新規分子標的治療
法開発

黒嶋　伸一郎
口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

2,900,000
日本学術
振興会

灌流型3次元血液脳関門モ
デルを用いた中枢神経系疾
患治療薬の開発

諸藤　陽一 脳神経外科 2,500,000
日本学術
振興会

自己細胞を用いた人工気管
による再生医療と難治性気
道疾患への応用

松本　桂太郎
腫瘍外科学（第一外

科）
2,200,000

日本学術
振興会

組織骨格を利用した再生臓
器におけるハイブリッド型血
管ニッチの確立と移植研究

土谷　智史
腫瘍外科学（第一外

科）
2,300,000

日本学術
振興会
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プレシジョンインプラント治療
を目指した時間依存性荷重
誘発型骨質最適化分子の探
索

澤瀬　隆
口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

3,000,000
日本学術
振興会

口腔健康状態は4大死因に
つながる生活習慣病へ影響
するか？：五島コホート研究

齋藤　俊行
口腔保健学（予防歯

科）
2,300,000

日本学術
振興会

生理活性物質徐放能とナノ
複合化光触媒機能をもつ多
機能粘弾性軟質リライン材の
開発

村田　比呂司
歯科補綴学（歯科補

綴学第二）
1,279,805

日本学術
振興会

生理活性物質徐放能とナノ
複合化光触媒機能をもつ多
機能粘弾性軟質リライン材の
開発

村田　比呂司
歯科補綴学（歯科補

綴学第二）
2,300,000

日本学術
振興会

ES細胞由来小腸オルガノイ
ドを用いた再生医療による短
腸症候群の革新的治療

江口　晋
移植・消化器外科（第

二外科）
4,900,000

日本学術
振興会

自己細胞を用いた人工気管
による再生医療と難治性気
道疾患への応用

松本　桂太郎
腫瘍外科学（第一外

科）
963,144

日本学術
振興会

AI技術を活用した『真の寛
解』を目指した次世代関節リ
ウマチ診療アルゴリズムの構
築

川尻　真也
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
700,000

日本学術
振興会

HTLV-1の分子系統別疾患
感受性の解明と層別化コ
ホート研究の構築

前田　隆浩 総合診療科 5,300,000
日本学術
振興会

家族性地中海熱の「早期診
断」と「精密医療の実現」に向
けたバイオマーカーの開発

古賀　智裕
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
1,100,000

日本学術
振興会

口腔健康状態は生活習慣病
や認知機能へ影響する
か？：五島コホート研究

齋藤　俊行
口腔保健学（予防歯

科）
3,600,000

日本学術
振興会

SERCA2aを標的にした新規
心不全治療薬による敗血症
性左室拡張機能の制御

石崎　泰令 麻酔科 1,000,000
日本学術
振興会

関節リウマチの精密医療の
実現を目指す多角的な病態
解析研究

川上　純
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
1,000,000

日本学術
振興会

骨細胞を基軸としたリン依存
性オートファジー誘発型骨老
化機構の解明

佐々木　宗輝
口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

1,100,000
日本学術
振興会

凍結および真空乾燥ヒト羊膜
を利用した新規呼吸器外科
領域被覆材の創製

永安　武
腫瘍外科学（第一外

科）
1,500,000

日本学術
振興会

網羅的遺伝子解析を軸にし
た網膜色素変性の病態解明
と新規治療法開発

大石　明生 眼科 1,000,000
日本学術
振興会

光合成の触媒系を象牙質接
着強化に応用し歯根を保存
するバイオミメティクス研究

平　曜輔
歯科補綴学（歯科補

綴学第二）
300,000

日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

高齢者・有病者・障害者のた
めの簡易な固定性補綴歯科
治療の提言

田上　直美 小児歯科学 800,000
日本学術
振興会

免疫チェックポイント阻害薬
の効果に関する研究

川崎　五郎
口腔腫瘍治療学（口

腔外科学第一）
800,000

日本学術
振興会

放射線によって活性化される
cPLA2の役割

片山　郁夫 歯科放射線学 600,000
日本学術
振興会

進行性神経変性疾患におけ
るQOL向上型口腔機能評価
法の開発

島田　明子
歯科補綴学（歯科補

綴学第二）
700,000

日本学術
振興会

S.mutansとS.sobrinusの共感
染による重症う蝕発生メカニ
ズムの解明

藤原　卓 小児歯科学 900,000
日本学術
振興会

マルチパラメトリックMRIを用
いた高精度口腔癌リンパ節
転移予測法の確立

角　美佐 歯科放射線学 1,000,000
日本学術
振興会

肺線維症におけるγδ細胞
の役割解明と治療応用に向
けた基盤研究

坂本　憲穂
呼吸器内科（第二内

科）
1,100,000

日本学術
振興会

上気道閉塞徴候と麻酔科医
の診断・処置データを深層学
習させた麻酔管理ロボットの
開発

鮎瀬　卓郎 歯科麻酔学 200,000
日本学術
振興会

アスペルギルスと非結核性抗
酸菌の細胞間コミュニケー
ションを介した難治化機序の
解明

泉川　公一
感染制御教育セン

ター
1,300,000

日本学術
振興会

HSP47をターゲットとした肺線
維症治療薬の開発

迎　寛
呼吸器内科（第二内

科）
1,100,000

日本学術
振興会

ESBL産生菌の腸内定着に
寄与するマイクロバイオーム
の解明と新規制御法への展
開

柳原　克紀
病態解析・診断学（臨

床検査医学）
900,000

日本学術
振興会

カルボキシメチルセルロース
（CMC）アレルギーの実態調
査と発症病態の解明

橋本　邦生 小児科学 2,200,000
日本学術
振興会

薬理学的循環補助における
アドレナリンβ2受容体の役
割

原　哲也 麻酔科 1,200,000
日本学術
振興会

宿主免疫機構と細菌叢の作
用を連携させた、細菌感染に
対する新規治療法の開発

坂本　啓
病態解析・診断学（臨

床検査医学）
1,200,000

日本学術
振興会

括約筋再生のための機能的
筋細胞シートの開発

金高　賢悟
移植・消化器外科（第

二外科）
1,100,000

日本学術
振興会

ドラッグリポジショニングによ
る中枢神経疾患治療薬の開
発

諸藤　陽一 脳神経外科 1,400,000
日本学術
振興会
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歯周病によるNLRP3インフラ
マソーム活性化が全身疾患
に及ぼす影響

吉村　篤利 歯周歯内治療学 1,100,000
日本学術
振興会

アクチン動態に基づく臍帯由
来間葉系幹細胞における骨
芽細胞分化誘導法

岩竹　真弓
腫瘍外科学（第一外

科）
1,400,000

日本学術
振興会

USを用いた高精度口腔癌リ
ンパ節転移診断法の確立

榮田　智 歯科放射線学 1,100,000
日本学術
振興会

天然活性物質含有ナノバブ
ル水を利用した無髄歯に対
する革新的象牙質改質剤の
開発

山田　志津香 歯周歯内治療学 1,900,000
日本学術
振興会

高機能細胞治療薬E-MNCを
用いた放射線性顎骨壊死の
治療法の確立

大場　誠悟
顎口腔再生外科学
（口腔外科学第二）

1,200,000
日本学術
振興会

ステロイド軟膏による放射線
性口腔粘膜炎予防と口腔内
細菌叢変化に関する第Ⅲ相
試験

村田　真穂
口腔腫瘍治療学（口

腔外科学第一）
500,000

日本学術
振興会

歯根吸収抑制における
cPLA2の役割－硝子様変性
と破歯細胞活性を標的にし
て－

佛坂　斉祉
矯正歯科(歯科矯正

学）
900,000

日本学術
振興会

組織常在CD34陽性細胞の
分化機序を標的とした放射
線性唾液腺萎縮症の治療薬
の開発

井　隆司
顎口腔再生外科学
（口腔外科学第二）

1,200,000
日本学術
振興会

低濃度フッ化物を用いた放
射線性う蝕予防に関する多
施設共同第Ⅲ相試験

五月女　さき子
口腔保健学（予防歯

科）
1,000,000

日本学術
振興会

軟食化と神経伝達異常が咀
嚼・嚥下機能に及ぼす影響
の解明とオーラルフレイル予
防戦略

吉田　教明
矯正歯科(歯科矯正

学）
900,000

日本学術
振興会

4D Flow MRIによる大動脈の
流体力学的評価：高血圧が
与える影響の解明

末吉　英純 放射線診断治療学 1,800,000
日本学術
振興会

「複数菌の病原性を抑えて混
合感染症を制御する」に向け
た試み

西口　美由季 小児歯科学 1,200,000
日本学術
振興会

活性化肝星細胞における
SOCS3のエピジェネティック
抑制とSTAT3の活性化亢進

中尾　一彦 消化器内科 1,300,000
日本学術
振興会

医療・介護連結ビッグデータ
によるポリファーマシーと介
護リスクの関連分析

永田　康浩 地域医療学 1,200,000
日本学術
振興会

デジタルパソロジーによる病
因に基づく非アルコール性
脂肪性肝疾患の病理像の探
索

宮明　寿光 消化器内科 1,200,000
日本学術
振興会

肺動脈性肺高血圧における
長鎖ノンコーディングRNAの
意義の解明

前村　浩二 循環器内科 1,500,000
日本学術
振興会
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関節炎が起こる前段階で関
節リウマチの発症を人工知能
で予測する多角的研究

玉井　慎美
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
900,000

日本学術
振興会

低分子化合物誘導された肝
前駆細胞による胆汁排出シ
ステムを兼ね備えた肝組織
の開発

日高　匡章
移植・消化器外科（第

二外科）
1,100,000

日本学術
振興会

オピオイド受容体の細胞内
局在と活性変化に基づく最
適なオピオイド順次投与法の
確立

村田　寛明 麻酔科 1,000,000
日本学術
振興会

膵島内環境における細胞代
謝変化と自己免疫性糖尿病
進展の関連性の検討

二里　哲朗
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
1,200,000

日本学術
振興会

がん脳転移にペリサイトが及
ぼす影響をin vitro血液脳関
門モデルで解明する

氏福　健太 脳神経外科 1,400,000
日本学術
振興会

重症二次性三尖弁逆流に対
するスパイラル・サスペンショ
ン法の有効性に関する臨床
研究

三浦　崇 心臓血管外科学 1,200,000
日本学術
振興会

膀胱癌におけるステージ特
異的胚性抗原の病的意義の
解明と治療効果予測モデル
の構築

宮田　康好 泌尿器科 1,200,000
日本学術
振興会

顕微鏡手術へのロボット導入
の為の高解像度3Dモニター
下微細手術の問題解明

松尾　孝之 脳神経外科 1,300,000
日本学術
振興会

卵巣の局所炎症による卵胞
周囲間質細胞を介した卵巣
予備能の低下機序の解明

北島　道夫 産科婦人科 1,400,000
日本学術
振興会

灌流型３次元血液脳関門モ
デルを用いた中枢神経保護
薬の探求

出雲　剛 脳神経外科 1,300,000
日本学術
振興会

歯周病発症における新規小
胞輸送因子の分子機構の解
析

近藤　好夫 小児歯科学 1,100,000
日本学術
振興会

陣痛発来と関連するRNAプ
ロファイルの同定とその臨床
的意義に関する研究

三浦　清徳 産科婦人科 1,600,000
日本学術
振興会

iPS細胞由来巨核球を骨誘
導のデザイナー細胞として応
用した新しい骨再生治療開
発

住田　吉慶 細胞生物学 1,700,000
日本学術
振興会

産科疾患における妊娠産物
由来間葉系幹細胞・エクソ
ソームの臨床的意義に関す
る研究

三浦　生子 産科婦人科 1,600,000
日本学術
振興会

大規模コホート研究による口
腔機能低下症の新規検査法
開発研究

澤瀬　隆
口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

2,200,000
日本学術
振興会

皮下空洞菌球留置による慢
性アスペルギルス症マウスモ
デルの開発

田代　将人 感染免疫学講座 800,000
日本学術
振興会
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家族性肺癌における新規ドラ
イバー遺伝子の機能解析

朝重　耕一
腫瘍外科学（第一外

科）
800,000

日本学術
振興会

銀ナノ粒子担持加工技術を
応用したアクリル系軟質リライ
ン材への抗菌効果の付与

江越　貴文
歯科補綴学（歯科補

綴学第二）
1,000,000

日本学術
振興会

正常圧水頭症におけるグリン
パティックシステム機能異常
の解析

森本　芳郎 精神神経科学 900,000
日本学術
振興会

外傷性咬合による骨吸収へ
の静止期破骨細胞前駆細胞
の関与と血管内皮増殖因子
の影響

山下　恭徳 歯周歯内治療学 1,000,000
日本学術
振興会

化学修飾microRNAや環状
RNAを搭載した新規骨誘導
性遺伝子活性化基質

四道　玲奈
顎口腔再生外科学
（口腔外科学第二）

1,000,000
日本学術
振興会

口腔癌細胞の浸潤を制御す
るリソソーム転写因子の同定
と生体内動態の解析

坂元　裕
口腔腫瘍治療学（口

腔外科学第一）
900,000

日本学術
振興会

弾性線維性仮性黄色腫の病
態解明の研究ならびに重症
度および予後因子の研究

岩永　聰 皮膚科 1,400,000
日本学術
振興会

口腔粘膜上皮細胞シート移
植による食道再生医療後の
長期安全性評価基盤の構築

丸屋　安広
移植・消化器外科（第

二外科）
1,600,000

日本学術
振興会

修飾一本鎖miRNAを搭載し
た新規遺伝子活性化人工骨
基質の開発

楢原　峻
顎口腔再生外科学
（口腔外科学第二）

1,500,000
日本学術
振興会

立体的薬物動態システムを
利用したがん細胞の薬物耐
性変化のモニタリング

宮本　大輔
移植・消化器外科（第

二外科）
1,000,000

日本学術
振興会

荷重応答性骨質制御機構を
応用した個別化インプラント
荷重プロトコルの開発

内田　悠介
口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

1,400,000
日本学術
振興会

血中循環腫瘍DNAを用いた
甲状腺乳頭癌の新たな治療
戦略基盤の構築

田中　彩
腫瘍外科学（第一外

科）
1,000,000

日本学術
振興会

T細胞Secretome解析を用い
た全身性エリテマトーデスの
病態制御機構の解明

梅田　雅孝 総合診療学 1,200,000
日本学術
振興会

即時埋入とPTH製剤の相乗
的骨量・骨質向上効果による
革新的インプラント治療法開
発

右藤　友督
口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

1,100,000
日本学術
振興会

核酸・新規カチオン性高分
子複合体の空間的配置の適
正化による新規骨誘導性基
質の開発

原　昌士
顎口腔再生外科学
（口腔外科学第二）

1,100,000
日本学術
振興会

新敗血症定義に準拠した敗
血症総合検査システム構築
と国内及び東南アジアへ運
用展開

柳原　克紀
病態解析・診断学（臨

床検査医学）
500,000

日本学術
振興会
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自己免疫性自律神経節障害
の「多様性」に関する多角的
研究

川上　純
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
100,000

日本学術
振興会

薬剤関連顎骨壊死の発症原
因解明と発症予防法確立に
向けた多施設共同前向き研
究

梅田　正博
口腔腫瘍治療学（口

腔外科学第一）
50,000

日本学術
振興会

ベーチェット病のゲノムワイド
亜型解析によるエビデンス創
出とレジストリー構築

古賀　智裕
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
50,000

日本学術
振興会

肝細胞/類洞/胆管を複合し
た新規肝再構築技術の創出

江口　晋
移植・消化器外科（第

二外科）
100,000

日本学術
振興会

薬剤関連顎骨壊死の発症原
因解明と発症予防法確立に
向けた多施設共同前向き研
究

五月女　さき子
口腔保健学（予防歯

科）
50,000

日本学術
振興会

ベーチェット病のゲノムワイド
亜型解析によるエビデンス創
出とレジストリー構築

川上　純
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
50,000

日本学術
振興会

自己炎症疾患の発作の周期
性や炎症の多様性を規定す
る責任分子群の包括的同定

古賀　智裕
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
100,000

日本学術
振興会

環境中化学物質による気管
支喘息症の中心的役割とし
てのエクソソームとその
miRNA

尾長谷　靖
呼吸器内科（第二内

科）
100,000

日本学術
振興会

食品基礎科学を応用した新
規咀嚼機能評価法の開発と
オーラルフレイルへの波及効
果

梅田　正博
口腔腫瘍治療学（口

腔外科学第一）
30,000

日本学術
振興会

自己炎症疾患の発作の周期
性や炎症の多様性を規定す
る責任分子調節分子群の包
括的同定

川上　純
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
100,000

日本学術
振興会

パイリンインフラマソーム活性
化メカニズムの解明とその制
御法の開発

古賀　智裕
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
50,000

日本学術
振興会

心臓リモデリングにおける抗
線維化マクロファージの機能
解析

前村　浩二 循環器内科 200,000
日本学術
振興会

マイクロ流体デバイスを用い
た血中循環がん細胞クラス
ター抽出法の開発

住田　吉慶 細胞生物学 200,000
日本学術
振興会

「咳嗽・喀痰の診療ガイドライ
ン2019」喀痰総論の改訂に
向けたエビデンスの構築

迎　寛
呼吸器内科（第二内

科）
50,000

日本学術
振興会

下顎無歯顎に応用する軟質
リライン材の臨床効果-多施
設ランダム化比較試験-

村田　比呂司
歯科補綴学（歯科補

綴学第二）
100,000

日本学術
振興会

軽度から中等度熱中症にお
ける脳神経機能への影響と
予防法の開発

諸藤　陽一 脳神経外科 200,000
日本学術
振興会
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樹状細胞を新機軸とした骨
吸収抑制薬関連顎骨壊死の
病態解明と新規治療法・予
防法開発

黒嶋　伸一郎
口腔インプラント学
（歯科補綴学第一）

200,000
日本学術
振興会

口腔扁平上皮癌頸部リンパ
節転移被膜外浸潤メカニズ
ムの分子生物学的検討

梅田　正博
口腔腫瘍治療学（口

腔外科学第一）
10,000

日本学術
振興会

口腔常時菌による血流感染
の発症機構に基づいた医科
歯科連携による高度管理方
法の構築

五月女　さき子
口腔保健学（予防歯

科）
50,000

日本学術
振興会

IgG4関連涙腺・唾液腺炎の
診断基準への超音波診断導
入のための多施設共同研究

高木　幸則 歯科放射線学 80,000
日本学術
振興会

カーボンナノチューブを用い
た自己細胞からなる人工管
腔臓器の新たな作製技術の
確立

町野　隆介
腫瘍外科学（第一外

科）
1,200,000

日本学術
振興会

HTLV-1のシェーングレン症
候群病態形成への直接的関
与

川上　純
リウマチ・膠原病内科

学（第一内科）
200,000

日本学術
振興会

慢性炎症をきたす持続感染
症とサルコペニアとの関連の
解明

山梨　啓友 総合診療学 910,000
日本学術
振興会

肝ECMスポンジニードルを基
盤とした肝表搭載型
Detachable-Liver

江口　晋
移植・消化器外科（第

二外科）
150,000

日本学術
振興会

血液製剤によるHIV/HCV重
複感染患者に対する肝移植
を含めた外科治療に関する
研究

江口　晋 移植・消化器外科 20,000,000
厚生労働

省

マウスモデルを用いたカンジ
ダ属の薬剤耐性機序の解明

平山　達朗 薬物治療学 1,200,000
日本学術
振興会

聴覚障害児に対する人工内
耳植込術施行前後の効果的
な療育手法の開発等に資す
る研究

森内　浩幸 小児科学 500,000
厚生労働

省

キャッスルマン病、TAFRO症
候群、類縁疾患の診療ガイド
ラインの策定や更なる改良に
向けた国際的な総意形成を
踏まえた調査研究

川上　純
リウマチ・膠原病内科

学
8,999,000

厚生労働
省

血液製剤によるHIV/HCV重
複感染患者に対する肝移植
を含めた外科治療に関する
研究

原　哲也 麻酔集中治療医学 200,000
厚生労働

省

聴覚障害児に対する人工内
耳植込術施行前後の効果的
な療育手法の開発等に資す
る研究

三浦　清徳 産科婦人科学 500,000
厚生労働

省

血液製剤によるHIV/HCV重
複感染患者に対する肝移植
を含めた外科治療に関する
研究

中尾　一彦 消化器内科学 200,000
厚生労働

省

自己免疫疾患に関する調査
研究

川上　純
リウマチ・膠原病内科

学
1,000,000

厚生労働
省
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HAMならびに類縁疾患の患
者レジストリを介した診療連
携モデルの構築によるガイド
ラインの活用促進と医療水準
の均てん化に関する研究

川上　純
リウマチ・膠原病内科

学
300,000

厚生労働
省

特発性大腿骨頭壊死症の医
療水準及び患者QOL向上に
資する大規模多施設研究

尾﨑　誠 整形外科学 100,000
厚生労働

省

稀少難治性皮膚疾患に関す
る調査研究

室田　浩之 皮膚病態学 500,000
厚生労働

省

自己炎症性疾患とその類縁
疾患の全国診療体制整備、
移行医療体制の構築、診療
ガイドライン確立に関する研
究

川上　純
リウマチ・膠原病内科

学
600,000

厚生労働
省

循環器病に関する適切な情
報提供・相談支援のための
方策と体制等の効果的な展
開に向けた研究

前村　浩二 循環器内科学 200,000
厚生労働

省

HTLV-1母子感染対策およ
び支援体制の課題の検討と
対策に関する研究

森内　浩幸 小児科学 300,000
厚生労働

省

新型コロナウイルスの小児へ
の影響の解明のための研究

森内　浩幸 小児科学 300,000
厚生労働

省

間脳下垂体機能障害に関す
る調査研究

伊達木　澄人 小児科学 200,000
厚生労働

省

食品を介したダイオキシン類
等の人体への影響の把握と
その治療法の開発等に関す
る研究

室田　浩之 皮膚病態学 3,710,000
厚生労働

省

新型コロナウイルス感染症に
対する院内および施設内感
染対策の確立に向けた研究

栁原　克紀 臨床検査医学 526,954
厚生労働

省

医療機関における院内感染
対策の質向上のための研究

栁原　克紀 臨床検査医学 350,000
厚生労働

省

非加熱血液凝固因子製剤に
よるＨＩＶ感染血友病等患者
に合併する腫瘍への包括的
対策に関する研究

江口　晋 移植・消化器外科 500,000
厚生労働

省

食品を介したダイオキシン類
等の人体への影響の把握と
その治療法の開発等に関す
る研究

川﨑　五郎 口腔腫瘍治療学 420,000
厚生労働

省

５類型施設における効率的
な臓器・組織の提供体制構
築に資する研究－ドナー評
価・管理と術中管理体制の
新たな体制構築に向けて－

田﨑　修 高度救命救急センター 5,950,000
厚生労働

省
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HAMならびに類縁疾患の患
者レジストリを介した診療連
携モデル構築によるガイドラ
ンの活用促進と医療水準の
均てん化に関する研究

松尾　朋博 泌尿器科 300,000
厚生労働

省

食品を介したダイオキシン類
等の人体への影響の把握と
その治療法の開発等に関す
る研究

上松　聖典 眼科 700,000
厚生労働

省

トシリズマブ効果不十分の特
発性多中心性キャッスルマン
病に対するシロリムスの医師
主導治験

川上　純 第一内科 3,800,000
日本医療
研究開発

機構

地域医療構想を見据えた救
急医療提供体制の構築に関
する研究

高山　隼人 地域医療支援センター 250,000
厚生労働

省

t(8;21)およびinv(16)陽性
AYA・若年成人急性骨髄性
白血病に対する微小残存病
変を指標とするゲムツズマ
ブ・オゾガマイシン治療介入
の有効性と安全性を評価す
る研究

宮﨑　泰司 血液内科学 17,550,000
日本医療
研究開発

機構

トシリズマブ効果不十分の特
発性多中心性キャッスルマン
病に対するシロリムスの医師
主導治験

川上　純 第一内科 77,999,998
日本医療
研究開発

機構

無症状及び軽症COVID-19
患者に対するネルフィナビル
の有効性及び安全性を探索
するランダム化非盲検並行
群間比較試験

宮崎　泰可 臨床感染症学 58,500,000
日本医療
研究開発

機構

表在性非乳頭部十二指腸腫
瘍に対する内視鏡治療と腹
腔鏡手術と再生医療を組み
合わせた革新的な術式の開
発

金高　賢悟 第二外科 84,500,000
日本医療
研究開発

機構

新規血栓溶解薬テネクプ
ラーゼの脳梗塞急性期再灌
流療法への臨床応用を目指
した研究

辻野　彰 脳神経内科 390,000
日本医療
研究開発

機構

Roles of T follicular helper
cells and tissue resident
memory cells of mucosal
immunity in COVID-19
disease severity

山本　和子 呼吸器内科 4,550,000
日本医療
研究開発

機構

超高感度尿中微量蛋白質解
析技術を用いた肺癌と膵臓
癌の新規早期診断マーカー
開発研究

迎　寛 呼吸器内科 420,000
日本医療
研究開発

機構

未診断疾患イニシアチブ
（Initiative on Rare and
Undiagnosed
Disease(IRUD))：希少未診断
疾患に対する診断プログラム
の開発に関する研究

吉浦　孝一郎 遺伝ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室 7,800,000
日本医療
研究開発

機構

難治性食道癌における
Precision Medicineに資する
診断技術開発に関する研究

松島　加代子 医療教育開発センター 130,000
日本医療
研究開発

機構

症候性先天性サイトメガロウ
イルス感染症を対象としたバ
ルガンシクロビル治療の開発
研究

森内　浩幸 小児科 390,000
日本医療
研究開発

機構
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低線量CTによる肺がん検診
の実用化を目指した無作為
化比較試験研究

芦澤　和人 臨床腫瘍学 260,000
日本医療
研究開発

機構

低分子化合物によるヒト肝前
駆細胞を用いた肝硬変治療

長井　一浩 細部療法部 2,600,000
日本医療
研究開発

機構

成人T細胞白血病に対する
移植後シクロフォスファミドを
用いた非血縁者間末梢血幹
細胞移植法の確立と移植後
再発への対策に関する研究

澤山　靖 血液内科 260,000
日本医療
研究開発

機構

誘導型抑制性T細胞を用い
た臓器移植における免疫寛
容誘導を目指した第1/2相多
施設共同医師主導治験

江口　晋 移植･消化器外科学 2,593,474
日本医療
研究開発

機構

HTLV-1の総合的な感染対
策に資する研究

長谷川　寛雄 検査部 1,000,000
日本医療
研究開発

機構

成人T細胞白血病/リンパ腫
の治癒を目指したHTLV-1ウ
イルス標的樹状細胞ワクチン
療法の確立: 薬事承認を目
的とした第II相医師主導治験

今泉　芳孝 ヒバクシャ医療 2,990,000
日本医療
研究開発

機構

臨床開発を目指したベッ
カー型筋ジストロフィーの自
然歴調査研究

里　龍晴 病院･小児科 195,000
日本医療
研究開発

機構

高齢者急性骨髄性白血病の
化学療法が可能な症例に対
して若年成人標準化学療法
の近似用量を用いる第II相臨
床試験: JALSG-GML219試
験

宮﨑　泰司 血液内科学 780,000
日本医療
研究開発

機構

MAGE-A4抗原を発現する切
除不能進行・再発腫瘍に対
するCAR-T細胞療法の医師
主導第I相治験

池田　裕明 移植･消化器外科学 520,000
日本医療
研究開発

機構

脳脊髄液減少症の病態生理
と診断法の開発

里　龍晴 小児科 200,001
日本医療
研究開発

機構

COVID-19による中等症肺炎
の治療薬開発―Phase Ⅱa試
験

迎　寛 呼吸器内科学 2,600,000
日本医療
研究開発

機構

保健・医療・介護・行政デー
タを統合した大規模データ
ベースを活用したワクチンの
有効性・安全性の検証に資
する研究開発

佐藤　俊太朗 臨床研究センター 2,600,000
日本医療
研究開発

機構

HAM・HTLV-1陽性難治性
疾患の患者レジストリ活用に
よるエビデンス創出

川上　純 第一内科 650,000
日本医療
研究開発

機構

MAGE-A4抗原を発現する切
除不能進行・再発腫瘍に対
するCAR-T細胞療法の医師
主導第I相治験

池田　裕明 耳鼻咽喉・頭頸部外科学 390,000
日本医療
研究開発

機構

HAM・HTLV-1陽性難治性
疾患の患者レジストリ活用に
よるエビデンス創出

松尾　朋博 泌尿器科・腎移植外科 650,000
日本医療
研究開発

機構
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成人発症スチル病（AOSD）
に対する5-アミノレブリン酸
塩酸塩／クエン酸第一鉄ナト
リウム（5-ALA HCL/SFC）投
与の医師主導治験

川上　純 第一内科 104,000,000
日本医療
研究開発

機構

薬剤耐性菌対策に資する診
断法・治療法等の開発研究

柳原　克紀 病態解析・診断学 17,550,000
日本医療
研究開発

機構

統合レジストリによる多発性
筋炎／皮膚筋炎関連間質性
肺疾患の個別化医療基盤の
構築

川上　純 第一内科 780,000
日本医療
研究開発

機構

COVID-19定量的スクリーニ
ング（抗原・抗体検査）検査
法の基盤開発

栁原　克紀 病態解析・診断学 10,000,000
日本医療
研究開発

機構

低分子化合物によるヒト肝前
駆細胞を用いた肝硬変治療

江口　晋 移植・消化器外科学 33,800,000
日本医療
研究開発

機構

洞不全症候群の臨床情報・
遺伝学的解析に基づくリスク
層別化アルゴリズムの開発

前村　浩二 循環器内科学 130,000
日本医療
研究開発

機構

Semi-dry dot-blot (SDB)法を
応用した新規乳癌リンパ節転
移診断キット及び自動判定イ
ムノクロマトリーダーの開発・
検証

永安　武 腫瘍外科学分野 59,111,000
日本医療
研究開発

機構

C型肝炎ウイルス排除治療に
よる肝硬変患者のアウトカム
に関する研究開発

中尾　一彦 消化器内科学 1,170,000
日本医療
研究開発

機構

多発性筋炎/皮膚筋炎に伴う
進行性フェノタイプを示す間
質性肺疾患に対する活性型
IL-18特異的中和抗体の開
発研究

川上　純
リウマチ・膠原病内科

学
26,000,000

日本医療
研究開発

機構

母子感染によるリスク評価や
予防法を含む母子保健体制
構築と技術開発研究

三浦　清徳 産科婦人科学 481,000
日本医療
研究開発

機構

重症熱性血小板減少症候群
（SFTS）の対策に資する開発
研究

泉川　公一 臨床感染症学 2,600,000
日本医療
研究開発

機構

嚥下障害患者の安全な経口
摂取を支援する咽喉頭感覚
評価法の研究

熊井　良彦
耳鼻咽喉・頭頸部外

科学
154,700

日本医療
研究開発

機構

母子感染によるリスク評価や
予防法を含む母子保健体制
構築と技術開発研究

森内　浩幸 小児科学 962,000
日本医療
研究開発

機構

肝硬変患者のQOLの向上及
び予後改善に資する研究

中尾　一彦 消化器内科学 390,000
日本医療
研究開発

機構

アレルギー性皮膚疾患の病
態における発汗異常の解明
と治療法の開発

室田　浩之 皮膚病態学 2,600,000
日本医療
研究開発

機構

HTLV-1の総合的な感染対
策に資する研究

三浦　清徳 産科婦人科学 2,300,000
日本医療
研究開発

機構
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侵襲性酵母様真菌感染症に
対する疫学研究及び診断・
治療法の開発

泉川　公一 臨床感染症学 1,300,000
日本医療
研究開発

機構

抗HTLV-1ヒト免疫グロブリン
による母子感染予防法の開
発及びHTLV-1抗体医薬品
製剤化に関する総合的研究

森内　浩幸 小児科学 650,000
日本医療
研究開発

機構

高解像度3次元イメージング
による特発性後天性全身性
無汗症の神経病態解析

室田　浩之 皮膚病態学 1,300,000
日本医療
研究開発

機構

モニターを用いたじん肺画像
診断に関する研究

芦澤　和人 臨床腫瘍 6,000,000
日本医療
研究開発

機構

再生医療等安全性確保法に
従い実施される再生医療等
臨床研究および再生医療等
製品等の開発を目指す医師
主導治験等を支援する再生
医療ナショナルコンソーシア
ムの実現

江口　晋 移植・消化器外科学 4,420,000
日本医療
研究開発

機構

歩行可能なデュシェンヌ型筋
ジストロフィー（以下「DMD」と
いう）の自然歴研究

里　龍晴 小児科 660,000

国立研究
開発法人
国立精神・
神経医療
研究セン
ター

ART早期化と長期化に伴う
日和見感染症への対処に関
する研究

泉川　公一 臨床感染症学 2,250,000
日本医療
研究開発

機構

COVID-19に関するレジストリ
研究

泉川　公一 臨床感染症学 384,000

国立研究
開発法人
国立国際
医療研究
センター

2型糖尿病患者を対象とした
血管合併症抑制のための強
化療法と従来治療とのランダ
ム化比較試験介入終了後の
追跡研究J-DOIT3（追跡）

前村　浩二 循環器内科 200,000

公益財団
法人　日本
糖尿病財
団

血流感染症の患者より分離さ
れたグラム陰性桿菌の微生
物学的解析

栁原　克紀 病態解析・診断学 2,681,250

公益社団
法人日本
化学療法
学会

切除不能肝細胞癌に対する
レンバチニブ投与中の外科
的切除可能性の検討（多施
設共同臨床研究）LENS-
HCC

江口　晋 移植・消化器外科学 110,000

公益財団
法人パブ
リックヘル
スリサーチ
センター

エストロゲン受容体陽性
HER2陰性乳癌に対するS-1
術後療法・長期予後に関す
る多施設共同観察研究：
POTENT附随研究

松本　恵 乳腺・内分泌外科(第一外科) 71,500

公益財団
法人パブ
リックヘル
スリサーチ
センター

「住み続けたい」を支える離
島・へき地医療サポートモデ
ルの構築

前田　隆浩 総合診療学 4,550,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機関
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地域周産期医療体制等の確
保の促進に関する調査研究

三浦　清徳 産科婦人科学 11,000,000 佐賀県

動脈硬化を中心とした生活
習慣病関連因子の調査・研
究

前田　隆浩 総合診療学 700,000 佐々町

電子カルテ情報活用型多施
設症例データベースを利用
した糖尿病に関する臨床情
報収集に関する研究(J-
DREAMS)

阿比留　教生
リウマチ・膠原病内科

学
300,000

国立研究
開発法人
国立国際
医療研究
センター

脳梗塞治療薬の開発-灌流
型３次元血液脳関門モデル
による解析-

諸藤　陽一

1,000,000

一般社団
法人健康・
省エネ住
宅を推進
する国民会
議

A220「HSP47を標的とした肺
線維症治療薬の開発」

迎　寛

小児科学 150,000

国立研究
開発法人
国立成育
医療研究
センター

脳神経外科 2,375,000
日本学術
振興会

呼吸器内科学 2,050,000 東北大学

歯周疾患検診の実施及び評
価と佐世保市の歯・口腔の健
康づくりに関する研究

齋藤　俊行 口腔保健学 1,000,000 佐世保市

低身長を伴った思春期早発
症症例における遺伝学的原
因および臨床像の検討

伊達木　澄人

先行地域における医療福
祉・建築連携の仕組みのモ
デル実証支援

永田　康浩 地域医療学
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Ntita M., Inoue
S.-I., Jian J.-
Y.,他

免疫学

Type I interferon
production elicits
differential CD4+ T-cell
responses in mice
infected with
Plasmodium berghei
ANKA and P. chabaudi

Int Immunol. 2022 Jan
1;34(1):21-33. doi:
10.1093/intimm/dxab090.

Chaiyawong
N., Ishizaki T.,
Hakimi H., 他

病原体解析

Distinct effects on the
secretion of MTRAP
and AMA1 in
Plasmodium yoelii
following deletion of
acylated pleckstrin
homology domain-
containing protein

Parasitol Int. 2022
Feb;86:102479. doi:
10.1016/j.parint.2021.10247
9. Epub 2021 Oct 7.

Liu M., Guo
G., Qian P., 他

宿主病態解析

5-methylcytosine
modification by
Plasmodium NSUN2
stabilizes mRNA and
mediates the
development of
gametocytes

Proc Natl Acad Sci U S A.
2022 Mar
1;119(9):e2110713119. doi:
10.1073/pnas.2110713119.

El-Shaheny R.,
Al-Khateeb
L.A., El Hamd
M.A., 他

薬品分析化学

Correction pen as a
hydrophobic/lipophobic
barrier plotter
integrated with paper-
based chips and a mini
UV-torch to implement
all-in-one device for
determination of
carbazochrome

Anal Chim Acta. 2021 Aug
8;1172:338684. doi:
10.1016/j.aca.2021.338684.
Epub 2021 May 24.

El-Maghrabey
M., Suzuki H.,
Kishikawa N.,
他

薬品分析化学

A sensitive
chemiluminescence
detection approach for
determination of 2,4-
dinitrophenylhydrazine
derivatized aldehydes
using online UV
irradiation ? luminol CL
reaction. Application to
the HPLC analysis of
aldehydes in oil samples

Talanta. 2021 Oct
1;233:122522. doi:
10.1016/j.talanta.2021.12252
2. Epub 2021 May 15.
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7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

10 Original Article

11 Original Article

12 Original Article 　小計7件

Tun M.M.N.,
Kyaw A.K.,
Nabeshima T.,
他

病原体解析

Detection of genotype-
1 of dengue virus
serotype 3 for the first
time and complete
genome analysis of
dengue viruses during
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(注) 1

2

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先
が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能
病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

ヘルシンキ宣言その他研究等の領域に則した倫理に関する指針等の趣旨に沿った倫理的配慮を

諮ることを目的とし、新規申請に係る手続き・臨床研究実施中及び終了時の手続き等について記

載している。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 12 回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

長崎大学及び長崎大学病院には以下の指針や規程が存在する。 

 「長崎大学利益相反マネジメントポリシー」 

 「長崎大学における臨床研究に係る利益相反ポリシー」 

 「長崎大学における臨床研究に係る利益相反管理指針」 

 「長崎大学病院利益相反審査委員会規程」 

 

 臨床研究利益相反審査委員会は「利益相反審査自己申告書」により利益相反の管理を行う。申

告書により利益相反があきらかな場合、利益相反審査委員会は、申告書に添付された臨床研究実 



施計画書に照らし合わせて適正な臨床研究が実施可能かどうかについて審議し、当事者への助言

・指導・勧告等を行う。なお、審議に際し、関係する各倫理委員会又は治験審査委員会の意見を

聴取することができる。また、必要に応じて更なる情報収集・調査及びフォローアップを行う。

（「長崎大学における臨床研究に係る利益相反管理指針」より） 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年 12 回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 26 回 

 ・研修の主な内容 

○臨床研究に関する研修会（２６回 （内訳：オンライン研修会２５回、ワークショップ１回）） 

 内容：臨床研究法について、研究と知的財産について、臨床研究におけるモニタリングについ

て、臨床研究における安全性報告について、医師主導治験・調整事務局について、臨床研究にお

ける企業との契約締結時の留意点、必須文書の保管の仕方、症例報告書(CRF)の設計、研究者がで

きる臨床研究データマネジメント、治験における健康被害の補償と賠償 等 

(注）前年度の実績を記載すること。 
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1 研修の内容 

長崎大学病院では、日本専門医機構に準ずる基本１９領域のうちリハビリテーション科を除く

１８領域のプログラムがあり、県内外の関連病院、海外の拠点病院と連携して、高度専門医療を

研修できるシステムを構築している。 

大学病院連携型高度医療人養成推進事業により発足した医師育成キャリア支援室では、これま

で個人で専門医の資格を取るために行っていたことを、大学病院が全面的にサポートし、できる

だけ短期間で効率よく専門医資格修得できるよう、専門のコーディネーターによる支援を行って

いる。  

歯科においては、1年の初期臨床研修に引き続き専門歯科医師の養成、地域歯科医療のリーダー

育成および高齢者や有病者における全身管理を実践できる歯科医師の養成を目的として、20コー

ス（選択制）の後期臨床研修を行っている。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         ６６ 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

川上 純 リウマチ・膠原

病内科 

教授        ３７年  

川上 純 内分泌・代謝内

科 

教授 ３７年  

辻野 彰 脳神経内科 教授        ３３年  

迎 寛 呼吸器内科 教授        ３７年  

西野 友哉 腎臓内科 教授        ２５年  

中尾 一彦 消化器内科 教授        ３９年  

前村 浩二 循環器内科 教授        ３６年  

宮﨑 泰司 血液内科 教授        ３６年  

有吉 紅也 感染症内科 教授        ３６年  

森内 浩幸 小児科 教授        ３８年  

室田 浩之 皮膚科・アレル

ギー科 

教授        ２６年  

小澤 寛樹 精神科神経科 教授        ３７年  

永安 武 呼吸器外科 教授        ３５年  

江口 晋 肝胆膵外科・肝

移植外科 

教授        ３０年  

江石 清行 心臓血管外科 教授        ４０年  

尾﨑 誠 整形外科 教授        ３１年  

三浦 清徳 産婦人科 教授        ２７年  

北岡 隆 眼科 教授     ３９年  

熊井 良彦 耳鼻咽喉科 教授     ２３年  

酒井 英樹 泌尿器科・腎移

植外科 

教授     ３９年  



松尾 孝之 脳神経外科 教授     ３３年  
上谷 雅孝 放射線科 教授     ４１年  
原 哲也 麻酔科 教授     ３０年  
岡野 慎士 病理診断科 教授     ２９年  
柳原 克紀 検査部 教授     ３１年  
田﨑 修 救急科 教授     ３２年  
田中 克己 形成外科 教授     ３８年  
前田 隆浩 総合診療科 教授     ３７年  
中尾 一彦 小児歯科 教授 ３９年  
吉田 教明 矯正歯科 教授 ３６年  
梅田 正博 歯科口腔外科 教授 ３９年  
鮎瀬 卓郎 麻酔・生体管理

科 

教授 ３８年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器、ハイフローセラピー装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年4月27日・1回 

 ・研修の参加人数：6名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（ハイフローセラピー装置ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝﾌﾛｰﾌﾟﾗｽ） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年4月27日、11月24日・各1回 

 ・研修の参加人数：19名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器Servo-u） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年5月21日・1回 

 ・研修の参加人数：4名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（補助循環装置Impella） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年7月21日・1回 

 ・研修の参加人数：28名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器、ハイフローセラピー装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年7月26日・1回 

 ・研修の参加人数：10名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器MT60） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年7月29日・1回 

 ・研修の参加人数：7名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（体外式ペースメーカ） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年9月28日・1回 

 ・研修の参加人数：24名 



 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（補助循環装置SP-200NEO、UNIMO） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年5月21日・1回 

 ・研修の参加人数：60名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器V60ベンチレータ） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年12月22日・1回 

 ・研修の参加人数：7名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器PB980） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年1月21日、1月28日・各1回 

 ・研修の参加人数：16名 

 ・研修の主な内容：医療機器の操作・管理研修（人工呼吸器Puppy-X） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年1月21日、1月28日・各1回 

 ・研修の参加人数：22名 

 ・研修の主な内容：新採用看護師オリエンテーション 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年4月6日・年1回 

 ・研修の参加人数：40名 

 ・研修の主な内容：医療安全研修会 

 ・研修の期間・実施回数：年3回（eラーニング） 

 ・研修の参加人数：全職員対象 2411 名 

 ・研修の主な内容：各病棟看護師スタッフ等への研修講義 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年7月8日、令和3年9月24日、令和4年2月18日 

 ・研修の参加人数：3名、12名、16名  

 ・研修の主な内容：長崎大学病院 緩和ケア研修会 

 ・研修の期間・実施回数： 令和3年8月22日・年1回 

 ・研修の参加人数： 24名 



 ・研修の主な内容：看護師特定行為研修 臨床薬理学講義 

 ・研修の期間・実施回数： 令和3年9月27日～10月1日 

 ・研修の参加人数： 8名 

 ・研修の主な内容：糖尿病ケアサポートチーム・多職種レクチャー 

 ・研修の期間・実施回数： 令和3年9月10日・年1回 

 ・研修の参加人数： 27名 

 ・研修の主な内容： NST学習会 

 ・研修の期間・実施回数： 令和3年9月14日・年1回 

 ・研修の参加人数： 25名 

・研修の主な内容：新採用者オリエンテーション 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年4月１日～4月12日  1回 

 ・研修の参加人数： 35名 

・研修の主な内容：電子カルテ操作研修 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年4月15日・16日  1回 

 ・研修の参加人数： 36名 

・研修の主な内容：静脈血採血技術演習 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年4月19日・21日  1回 

 ・研修の参加人数： 35名 

・研修の主な内容：新採用者フォローアップ研修 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年5月11日・14日、6月7日・14日、10月6日・13日、 

12月9日・16日  4回 

 ・研修の参加人数：134名 

・研修の主な内容：患者の状態観察と報告 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年6月16日・23日   1回 



・研修の参加人数： 28名 

・研修の主な内容：インスリン療法中の患者対応 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年7月7日・13日・28日  1回 

 ・研修の参加人数： 28名 

・研修の主な内容：２年目看護師育成研修 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年5月21日・24日、6月3日・7日・14日、10月6日・23日、 

12月9日・16日  4回 

 ・研修の参加人数： 281名 

・研修の主な内容：褥瘡対策研修 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年9月15日・9月22日  1回 

 ・研修の参加人数： 33名 

・研修の主な内容：中心静脈カテーテル管理研修 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年8月25日  1回 

 ・研修の参加人数： 27名 

・研修の主な内容：ドレーン管理研修 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年11月22日  1回 

 ・研修の参加人数： 20名 

・研修の主な内容：セルフマネジメント研修 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年10月21日  1回 

 ・研修の参加人数： 7名 

・研修の主な内容：看護研究研修 

 ・研修の期間・実施回数：オンデマンド配信 令和3年5月17日～5月30日 7月26日～8月9日  

9月6日・9月13日 11月19日 12月17日 令和4年1月17日 

6回シリーズ                            



 ・研修の参加人数： のべ159名 

・研修の主な内容：指導者育成研修 

 ・研修の期間・実施回数：オンデマンド配信 令和3年4月29日～5月14日、 

5月10日～5月31日、7月6日・7月27日、10月25日 4回シリーズ 

 ・研修の参加人数： のべ127名 

・研修の主な内容：リーダーシップ研修 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年7月12日、10月20日、令和4年1月24日 3回シリーズ 

 ・研修の参加人数： のべ27名 

・研修の主な内容：臨地実習指導者研修 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年7月9日・令和4年1月21日   1回 

 ・研修の参加人数： 35名 

・研修の主な内容：看取りについて考える研修 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年9月10日  1回/年 

 ・研修の参加人数： 20名 

・研修の主な内容：復帰支援スクール  

 ・研修の期間・実施回数：令和3年9月8日・12月7日・12月8日・令和4年3月8日 

（オンライン） 1回 

 ・研修の参加人数： 35名 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（人工呼吸器 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年5月6日・1回 

 ・研修の参加人数：150名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（閉鎖式保育器 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年6月2日・1回 



 ・研修の参加人数：91名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（血液浄化装置 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年7月3日・1回 

 ・研修の参加人数：132名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（除細動装置 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年8月2日・1回 

 ・研修の参加人数：123名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（人工心肺装置及び補助循環 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年9月2日・1回 

 ・研修の参加人数：96名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（診療用高エネルギー発生装置 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年9月16日・1回 

 ・研修の参加人数：9名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（診療用放射線照射装置 前期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年9月16日・1回 

 ・研修の参加人数：9名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（人工呼吸器 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年11月26日・1回 

 ・研修の参加人数：128名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（閉鎖式保育器 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年12月13日・1回 

 ・研修の参加人数：75名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（血液浄化装置 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年1月18日・1回 



 ・研修の参加人数：122名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（除細動装置 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年2月4日・1回 

 ・研修の参加人数：127名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（人工心肺装置及び補助循環 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年3月4日・1回 

 ・研修の参加人数：84名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（診療用高エネルギー発生装置 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年2月17日・1回 

 ・研修の参加人数：9名 

 ・研修の主な内容：特定機能病院における定期研修会（診療用放射線照射装置 後期） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年2月17日・1回 

 ・研修の参加人数：9名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（超音波診断装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年4月7日・1回 

 ・研修の参加人数：18名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（電動式骨手術装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年6月17日・1回 

 ・研修の参加人数：10名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（可搬型手術用顕微鏡） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年7月26日、27日、28日、30日・各1回 

 ・研修の参加人数：46名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（経皮血液ガスモニタ） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年7月28日・1回 



 ・研修の参加人数：3名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（解析付心電計） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年9月24日・1回 

 ・研修の参加人数：19名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（赤外線分光分析装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年9月29日・1回 

 ・研修の参加人数：5名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（電子内視鏡システム） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年9月24日、28日・各1回 

 ・研修の参加人数：19名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（MRI生体情報モニタリングシステム） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年10月5日・1回 

 ・研修の参加人数：26名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（歯科用デジタルX線撮影センサ） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年12月7日・1回 

 ・研修の参加人数：18名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（口腔内スキャナー） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年11月9日・1回 

 ・研修の参加人数：19名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（二相式気道陽圧ユニット） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年12月20日・1回 

 ・研修の参加人数：7名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（BD Elevationバイオプシーシステム） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年1月17日・1回 



 ・研修の参加人数：4名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（軽量移動型デジタルX線撮影装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和3年12月21日、24日、28日、31日、令和4年1月3日・各1回 

 ・研修の参加人数：25名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（PDTレーザー） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年1月18日・1回 

 ・研修の参加人数：16名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（患者体位固定具） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年3月1日・1回 

 ・研修の参加人数：18名 

 ・研修の主な内容：新しい医療機器の導入時の研修（筋電図・誘発電位検査装置） 

 ・研修の期間・実施回数：令和4年3月17日・1回 

 ・研修の参加人数：8名 

 ・研修の主な内容：新採用薬剤師研修プログラム 

 ・研修の期間・実施回数：6ヶ月（調剤業務48回，注射薬室業務30回, 抗癌剤調製6-8回, 麻薬

業務2回） 

 ・研修の参加人数：5名（勤務1年目 の薬剤師） 

 ・研修の主な内容：薬剤管理指導業務研修 

 ・研修の期間・実施回数：6ヶ月、週2時間 

 ・研修の参加人数：5名（勤務1年目 の薬剤師） 

 ・研修の主な内容：休日TDM測定業務研修 

 ・研修の期間・実施回数：2ヶ月間・3回 

 ・研修の参加人数：1名（勤務2年目 の薬剤師） 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 



 ・研修の主な内容：地域薬学care専門薬剤師（薬局薬剤師） 

 ・研修の期間・実施回数：5年間・週1回 

 ・研修の参加人数：2名 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

 (様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 中尾 一彦 

  管理担当者氏名 放射線部副部長 森川 実        薬剤部長 大山 要 
感染制御教育センター長 泉川 公一 ME機器センター長 栗原 慎太郎 
総務課長 笹田 健太         人事企画課長 吉岡 裕敏 
医事課長 島田 邦博         医療安全課長 黒田 恵美  

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 施錠可能な部屋にある
キャビネット内に書面
にて保管。 
診療録の院外への持ち
出しについては、「長崎
大学病院における診療
録等の貸出等の運用手
引き」及び、「長崎大学
病院における個人を特
定できる情報を含む医
療情報等の外部持ち出
しに関する申合せ」によ
り原則として禁止して
いる。 
※手術記録、看護記録、
検査所見記録、紹介状、
退院した患者に係る入
院期間中の診療経過の
要約及び入院診療計画
書については、電子カル
テ及び紙媒体にて、診療
情報管理室で管理・保管
している。 
 
 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 ※ 
看護記録 ※ 
検査所見記録 ※ 
エックス線写真 放射線部 
紹介状 ※ 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

※ 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事企画課 施錠可能な部屋にある
キャビネット内に書面
にて保管。 

高度の医療の提供の実績 医事課 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課、医事課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課、薬剤部 

規
則
第
一
条

の
十
一
第
一

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全課 
 

施錠可能な部屋にある
キャビネット内に書面
にて保管。 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  
 
 

医療安全課 
 
 



 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全課 
 
 
 

 
 
 
 
 医療機関内における事故報告等

の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全課 
 
 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療安全課 
感染制御教育センター 

施錠可能な部屋にある

キャビネット内に書面

にて保管。 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療安全課 
感染制御教育センター 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療安全課 
感染制御教育センター 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療安全課 
感染制御教育センター 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

ME機器センター 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

ME機器センター 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

ME機器センター 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

ME機器センター 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全課 
 

施錠可能な部屋にある
キャビネット内に書面
にて保管。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療安全課 
 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療安全課 
 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全課 
 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

薬剤部 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全課 
 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全課 
 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全課 

 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療安全課 
 

職員研修の実施状況 医療安全課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 
薬剤部 
ME機器センター 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課、人事企画課 
 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 
   

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲　覧　者　別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

総務課長　笹田　健太

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

長崎大学広報戦略本部において、「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」に基づき、
法人文書開示請求手続きを行っている。

　閲覧の手続の概要

　閲覧責任者氏名 事務部長　本田　秀史

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

総務課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

○医療安全管理に関する基本的考え方 
○医療安全管理委員会及びその他の組織に関する基本的事項 
○医療安全管理のための職員研修に関する基本方針 
○事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策
に関する基本方針 

○医療事故発生時の対応に関する基本方針 
○医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
○患者等からの相談への対応に関する基本方針 
○その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
○医療安全管理委員会（月1回開催） 

・ 開催状況：年１２回 
○リスクマネージャー会議（月1回開催） 

・ 開催状況：年１２回（書面会議１１回） 
・ 活動の主な内容： 

○医療安全に関する対策の推進 
○医事事紛争及び医療事故等、問題が発生した場合の調査及び分析。 
○医療安全のための教育及び研修。 
○医療安全のためのマニュアル作成等。 
○医療安全に関する情報収集。 
○医薬品医療機器等安全管理専門委員会及び医療機器安全管理専門委員 
会における審議内容に関すること。 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年３回 

 ・ 研修の内容（すべて）： 
１．令和３年度第１回医療安全研修会 

①「新システムの患者基本情報～総括～」 
  安全管理部 部長 栗原 慎太郎先生 
②「新システムの患者基本情報～医薬品～」 
  安全管理部 薬剤師GRM橋詰 淳哉先生 
③「患者基本の『食物アレルギー情報』と食事オーダーの連動について」 
  栄養管理室 溝田 記子管理栄養士 

２．令和３年度第２回医療安全研修会 
①「ペイシェント・ハラスメント」 
 安全管理部 部長 栗原 慎太郎先生 
②「院内で起こる暴言・暴力への対応CVPPP」 
 ５階西病棟 看護師 山中 進悟先生  

３．令和３年度第３回医療安全研修会 
①「危機的出血への輸血療法と アルブミン製剤管理体制の変更について」 
  細胞療法部 副部長 長井 一浩先生 
②「今年度に運用を変更した医薬品の安全管理対策 」 
  安全管理部 ＧＲＭ/薬剤師 橋詰 淳哉先生 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

○医療安全管理マニュアルの改訂 
    ○インシデントレポート報告システムの改良 
    ○安全管理部部員等による院内巡視 
    ○医療安全ポケットマニュアルの改訂 
    ○安全管理部カンファレンス（週1回実施） 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

      1)院内感染対策委員会の設置、2)職員研修の実施、3)病院感染発生時の対応、4)院内感染対策

マニュアルの策定、5)院内感染防止に関する患者への情報提供と説明、6)その他の病院におけ

る院内感染対策の推進 

 

以上について明記。 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 45 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

 
（構成員） 

委員長：病院長、感染制御教育センター長（院内感染管理者）、他委員数13名、計15名全員 
    の出席をもって開催される。 

 
（開催回数内訳） 

・定例開催（毎月１回（８月は休会））１１回 
・臨時開催（10/4）1回 

   ・covid-19災害対策運営委員会「院内感染対策委員会・病院運営会議合同会議」33回 
 

(検討内容) 
・耐性菌の発生状況、手指衛生遵守状況、蓄尿率、公開JCTラウンド等の報告、承認を行う。 

  ・COVID-19への対応、他。 
  
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 2 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 

１． 令和3年度第1回院内感染対策・抗菌薬適正使用合同講習会 
「サイレントパンデミック」 
感染症医療人育成センター 教授 古本朗嗣先生 
 
 

２． 令和3年度第2回院内感染対策・抗菌薬適正使用合同講習会 
「求められる感染制御～コロナ対応と抗菌薬適正使用を含めて」 
大阪市立大学大学院 医学研究科 臨床感染制御学 教授 掛屋弘先生 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

     院内で検出された耐性菌、無菌検体からの微生物検出状況は毎朝の会議にて微生物検査室か

ら報告がある。新型コロナウイルス感染症を含む伝染性疾患に関する塗抹情報や抗原検出状況

はリアルタイムに報告がある。以上のうち、院内感染対策上重要な微生物が検出された場合は

その都度検出された部署へ赴き、実際の感染対策を指導している。それらは記録として保存し

ている。また、週に1回は病棟、外来、中央診療棟などを多職種からなるICTチームでラウンド



 
 
 

 

し、感染対策の現状の把握とon the job trainingを実践している。 

また、広域抗菌薬・抗真菌薬使用患者を土曜、休日以外の連日、ピックアップし、薬剤師を 

中心に医師・看護師・検査技師を交えたASTチームでカンファレンスを行い、主治医にカルテ上

でのコメントを通じて抗菌薬適正使用支援（ASP）活動を行っている。なお、本活動の一環とし

て、連日、微生物検査室からの報告を用いて血液培養ラウンドを行い、感染症診療支援、抗菌

薬適正使用支援を行っている。学内システムを用いた院内全職員の健康管理を毎日行っている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 2 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

令和３年度 第１回安全管理研修会（e-ラーニングのみ） 

「新システムの患者基本情報～医薬品～」（講師：橋詰 淳哉 薬剤師） 

実施日：令和3年7月-8月、イントラネット動画研修、受講人員： 2411人（97％） 

令和３年度 第３回安全管理研修会（e-ラーニングのみ）   

「今年度に運用を変更した医薬品の安全管理対策」（講師：橋詰 淳哉 薬剤師） 

実施日：令和4年1月-2月、イントラネット動画研修、受講人員： 2411人（85％） 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 

１．医薬品の採用・購入に関する事項 

２．医薬品の管理に関する事項（購入～薬剤部内の管理) 

３．患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関する事項（改訂有り） 

４．患者に対する服薬指導に関する事項 

５．医薬品の安全使用に係る情報の取扱い 

６．病棟、中央診療部門、外来における医薬品の管理（改訂有り） 

７．他施設（病院等、薬局等）との連携に関する事項（改訂有り） 

８．輸血・血液管理担当部門と責任者の設置等 

９．薬剤投与のための機器使用 

１０．放射性医薬品の管理 

１１．臨床検査薬の管理（改訂有り） 

１２．造影剤の管理、使用 

１３．血液浄化療法部門 

１４．外来化学療法部門 

１５．院内製剤の取り扱いについて（改訂有り） 

１６．未承認新規医薬品の使用及び医薬品医療機器等の適応外使用について 

１７．当該手順書の順守状況の確認 

 



 
 
 

 
実施状況：年１回順守状況のチェックを各部署で行い、その内容を医薬品安全管理責任者がすべて確
認している。問題があれば改善のための指導を行う。 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：なし 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

【収集方法】 

未承認等の医薬品の使用情報について、未承認新規医薬品に関しては使用申出の担当部署である医薬

品医療機器等安全管理専門委員会（以下、薬機専）で把握している。その他の適応外使用等について

は、薬剤部において、薬剤交付時の鑑査や入院患者に対する病棟薬剤業務において把握したものを記

録している他、診療科からの申請・報告により薬機専でも把握している。 

医薬品の採用時には、添付文書他、IF、文献等を収集している。添付文書等の改訂については、各メ

ーカーのMRから連絡、DSUなどの発信について確認を行い、最新の添付文書等を入手するようにして

いる。 

【周知方法】 

未承認新規医薬品に関しては担当部署である薬機専の委員長より医療安全管理委員会において定期

的に報告している。その他の未承認等に関しても、把握した件数を医療安全管理委員会へ報告してい

る。 

採用薬に関して改訂された情報の全てを、薬剤部各部署へ文書で通知を行っている。また、病棟、診

療科（診療科長、医局長）、中央診療部（部長、副部長等）に対しては、緊急安全性情報、安全性速

報、DSU、医薬品医療機器等安全性情報、DI news等を用いて情報発信を行っている。緊急安全性情

報、安全性速報は、当該医薬品を使用している医師に電子カルテのコミュニケーション機能、面談に

よる文書交付にて周知を図っている。 

また、薬剤部イントラネットには、薬剤部より発信した医薬品の安全使用に関わる情報の記録を、全

て確認できるように掲載している。院内医薬品情報検索システム（DICS）には改訂された添付文書の

情報が更新されるまで、新しい添付文書のPDFファイルを掲載している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 52 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

新しい医療機器の導入時の研修 
  特定機能病院における定期研修 
 
   有効性・安全性に関する事項 

使用方法に関する事項 
保守点検に関する事項 
不具合が発生した場合の対応に関する事項 
使用に関して特に法令上遵守すべき事項など 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 
  人工呼吸器       ：外観点検、性能・機能点検など 
  輸液ポンプ       ：外観点検、性能・機能点検など 
  シリンジポンプ     ：外観点検、性能・機能点検など 
  経腸栄養ポンプ     ：外観点検、性能・機能点検など 
  除細動器        ：外観点検、性能・機能点検など 
  閉鎖式保育器      ：外観点検、性能・機能点検など 
  人工心肺装置      ：外観点検、性能・機能点検など 
  IABP                    : 外観点検、性能・機能点検など 
  経皮的補助循環装置   ：外観点検、性能・機能点検など 
  フットポンプ      ：外観点検、性能・機能点検など 
  体外式ペースメーカ   ：外観点検、性能・機能点検など 
  補助人工心臓駆動装置  ：外観点検、性能・機能点検など 
  麻酔器         ：外観点検、性能・機能点検など 
  電気手術器       ：外観点検、性能・機能点検など 
  内視鏡         ：外観点検、性能・機能点検など 
  内視鏡装置       ：外観点検、性能・機能点検など 
  直線加速装置      ：外観点検、性能・機能点検など 
  診療用放射線照射装置  ：外観点検、性能・機能点検など 
  放射線関連装置     ：外観点検、性能・機能点検など 
  CT装置         ：外観点検、性能・機能点検など 
  MRI装置         ：外観点検、性能・機能点検など 
  心電計         ：外観点検、性能・機能点検など 
  脳波計         ：外観点検、性能・機能点検など 
  超音波診断装置     ：外観点検、性能・機能点検など 
  AED             : 外観点検、性能・機能点検など 
  血液浄化装置      ：外観点検、性能・機能点検など 
  透析液作製関連装置   ：外観点検、性能・機能点検など 
  手術支援ロボットシステム：外観点検、性能・機能点検など 
  超音波手術器      ：外観点検、性能・機能点検など 
  歯科関連機器      ：外観点検、性能・機能点検など 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：なし 
 



 
 
 

 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

日本医療機能評価機構やPMDA、製造販売企業などからの情報を収集し、医療安全管理委員会や安
全管理部、リスクマネージャー会議へ報告すると共に、RMニュースとして各リスクマネージャー
へメールで配信し、リスクマネージャーから所属スタッフへ周知を行っている。 
機器の取扱説明書や添付文書を院内どこからでも閲覧可能なシステムを構築している。 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 

医療安全担当の副病院長は、医療安全管理部門の長を兼任し、医薬品安全管理責任者および医療機
器安全管理責任者は、医療安全に関する委員会（医療安全管理委員会）の構成員であり、各委員会の
報告を医療安全管理委員会において実施している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（12名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

①医薬品情報資料の収集、整理、保管及び情報の加工と専門的評価 

   1)インターネットを利用した情報収集 

2)学術雑誌等よりの情報収集 

   3)製薬会社の医薬情報担当者（ＭＲ；medical representatives）よりの情報収集 

   4)病棟薬剤師業務担当者・薬剤管理指導業務担当者よりの情報収集 

   5)資料の整理・保管・管理 

   6)書籍・雑誌等の購入 

②医薬品に関する情報の伝達 

   1)医薬品集の作製、改訂 

   2)全診療科・病棟・中央診療部への定期的な情報伝達 

   3)病棟薬剤師業務担当者・薬剤管理指導業務担当者への情報提供 

   4)病棟薬剤師業務担当者・薬剤管理指導業務担当者との情報共有 

   5)他の病院薬局への情報提供 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

未承認新規医薬品に関しては、医薬品安全管理責任者が委員長を務める医薬品医療機器等安全管理

専門委員会（以下、薬機専）において、未承認新規医薬品等評価委員会の意見を参考に申出の受付と

使用の可否等を決定する業務を担当している。 

 その他の未承認等の医薬品の使用状況については薬剤部に使用状況の把握と必要に応じた提案等

の業務を行わせている他、薬機専でも把握している。 

 



 
 
 

 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 、職種 薬剤師 ）  （所属：安全管理部/ＭＥ機器センター 、職種 医師 ） 

（所属：循環器内科 、職種 医師 ）  （所属：皮膚科・アレルギー科、職種 医師 ） 

（所属：移植・消化器外科 、職種 医師 ） 

（所属：内分泌・代謝内科/リウマチ膠原病内科 、職種 医師 ） 

（所属：小児科 、職種 医師 ） （所属：ＭＥ機器センター 、職種 臨床工学技士 ） 

（所属：歯科 麻酔・生体管理科 、職種 歯科医師 ） 

（所属：感染制御教育センター 、職種 医師 ）  （所属：看護部 、職種 看護師 ） 

（所属：事務部 、職種 事務職員 ）  

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

： 

説明に関する責任者は、医療安全部門の GRM が担当し、説明に関するガイドラインを作成し、診療録

管理を担当する委員会である病歴委員会の委員となり、診療録の質的管理を実施する段階で、説明と

同意に関する監査項目を確認し、診療部門へフィードバックする。また、説明・同意において、医師

以外の職種の同席や説明記載についても推進する。 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

 

診療録及び退院時要約の記載内容について監査及び報告、法令に基づく診療録の管理、 

診療記録の提供 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（５）名、専任（ ）名、兼任（１１）名 

 うち医師・歯科医師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（４）名 



 
 
 

 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（２）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

○医療安全管理マニュアルの改訂 

 ○安全管理部部員等による院内巡視 

 ○インシデントレポートの分析 

 ○死亡事例の把握・検証 

 ○安全管理部カンファレンス（週 1 回実施） 

 ○医療安全研修会について、e-ラーニングにおいてテストを実施し、点数によって評価している。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 3 件）、及び許可件数（ 3件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

高難度新規医療技術評価委員会と連携し、高難度新規医療技術の導入に係る申請に対する実施の可

否についての判定及び実施後のモニタリングを行っている。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 218 件）、及び許可件数（ 218 件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 



 
 
 

 

・活動の主な内容： 

○医療事故防止対策マニュアルの改訂 
○安全管理部部員等による院内巡視 
○インシデントレポートの分析 
○死亡事例の把握・検証 
○安全管理部カンファレンス（週 1回実施） 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 251 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 54 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

○医療安全管理マニュアルの改訂 

 ○安全管理部部員等による院内巡視 

 ○インシデントレポートの分析 

 ○死亡事例の把握・検証 

 ○安全管理部カンファレンス（週 1 回実施） 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：九州大学病院 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：鹿児島大学病院 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

新型コロナウイルス感染症の動向を踏まえ、訪問調査は取りやめとなり、被訪問大学から提出された

自己チェックシートの内容を紙面調査という形で実施し、特に改善を求めるような指摘事項はなかっ

た。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

総合患者支援部に患者相談室を設置し、患者家族等からの医学的な質問、医療安全に係る相談等、

様々な相談を患者相談窓口にて一元的に対応し、必要に応じて、助言、情報提供等を行いながら患者

家族等を支援している。 

 



 
 
 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

１．令和３年度第１回医療安全研修会 
①「新システムの患者基本情報～総括～」 
  安全管理部 部長 栗原 慎太郎先生 
②「新システムの患者基本情報～医薬品～」 
  安全管理部 薬剤師 GRM 橋詰 淳哉先生 
③「患者基本の『食物アレルギー情報』と食事オーダーの連動について」 
  栄養管理室 溝田 記子管理栄養士 
 
２．令和３年度第２回医療安全研修会 
①「ペイシェント・ハラスメント」 
 安全管理部 部長 栗原 慎太郎先生 
②「院内で起こる暴言・暴力への対応 CVPPP」 
 ５階西病棟 看護師 山中 進悟先生  
 
３．令和３年度第３回医療安全研修会 
①「危機的出血への輸血療法と アルブミン製剤管理体制の変更について」 
  細胞療法部 副部長 長井 一浩先生 
②「今年度に運用を変更した医薬品の安全管理対策 」 
  安全管理部 ＧＲＭ/薬剤師 橋詰 淳哉先生 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者、全員が 

公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する2021年度特定機能病院管理者研修を受講した。 

〇受講日 

管理者（中尾 一彦） ：2022 年 1 月 19 日 

医療安全管理責任者（江口 晋）：2022 年 2 月 2日 

医薬品安全管理責任者（兒玉 幸修）：2021 年 12 月 15 日 

医療機器安全管理責任者（栗原 慎太郎）2022 年 1 月 19 日 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

公益財団法人 日本医療機能評価機構、「病院機能評価：一般病院３」2018 年 11 月 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

  審査結果報告書を病院ホームページに掲載 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

  診療の質向上や業務改善に継続的に取り組んでいる。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

【長崎大学病院長選考規程より抜粋】 

第3条 病院長となることのできる者は、次の各号のいずれにも該当する

する。 

(1) 医療法(昭和23年法律第205号)第10条第2項に基づき主として医業を

行う病院を管理することができる者 

(2) 医療の安全の確保のために必要な資質及び能力を有する者 

(3) 組織管理能力等の長崎大学病院を管理運営する上で必要な資質 

及び能力を有する者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   ホームページにて公表。 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

 【長崎大学病院運営会議規程より抜粋】 

  第２条 運営会議は、次に掲げる事項について審議する。 

  (1) 経営 ・運営方針に関すること。 

  (2) 中期目標・中期計画に関すること。 

  (3) 教育・研究活動に関すること。 

 (4) 規程等の制定及び改廃に関すること。 

  (5) 教育研究組織に関する事項 

 (6) 予算及び決算に関する事項 

  (7) 教員の採用及び昇任に関する事項 

 (8) 教員の再任に関する事項 

  (9) その他病院の管理運営に関する重要な事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

院内ホームページ（イントラネット）に、病院運営会議の議事要旨を掲載している。 

また、診療科長等会議で病院運営会議の概要報告を行うとともに、事務部においては、 

課内連絡会で議題内容の報告をするなどして情報共有を行っている。 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 ホームページにて公表している。 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

中尾 一彦 〇 医師 病院長 

浜田 久之  医師 

副学長（高大接続・入

試広報担当）／病院長

補佐「教育・広報」 

尾﨑 誠  医師 副病院長「総務」 

江口 晋  医師 副病院長「安全」 



 
 
 

 

西野 友哉  医師 副病院長「診療」 

辻野 彰  医師 副病院長「経営」 

迎  寛  医師 副病院長「人事」 

澤瀬 隆  歯科医師 副病院長「歯科統括」 

小渕 美樹子  看護師 副病院長「看護統括」 

本田 秀史  事務職員 副病院長「事務統括」 

山本 弘史  薬剤師 病院長補佐「研究」 

泉川 公一  医師 

副学長（新型コロナウ

イルス感染症対策担

当）／病院長補佐「国

際」 

栗原 慎太郎  医師 病院長補佐「安全」 

池田 聡司  医師 病院長補佐「施設」 

山下 利佳  歯科医師 病院長補佐「福利厚生」 

松本 武浩  医師 病院長補佐「医療情報」 

田浦 直太  医師 
病院長補佐「総合患者

支援」 

田﨑 修  医師 
高度救命救急センター

長 

大山 要  薬剤師 薬剤部長 

福田 徹  診療放射線技師 医療技術部長 

永岡 亜也子  
外部有識者 

（弁護士） 

病院顧問（弁護士法人

ふくざき法律事務所） 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
    大学ホームページにて公表。 
 
 ・ 規程の主な内容 

【長崎大学病院規則より抜粋】 
   （病院長） 

第3条 本院に、病院長を置く。 
2  病院長は、病院の管理運営をつかさどり、所属職員を統括する。 

 
【長崎大学会計規則より抜粋】  
(予算責任者) 
第10条 予算管理単位に予算責任者を置き、部局長をもって充てる。 
 
なお、人事権について、「副病院長等の選考に関する申合せ」により、各種メディカルスタ

ッフの選考基準が定められており、病院長が指名することとなっているが、一部、医学部で選
考された講座の教授を診療科長とするなど「充て職」が存在するため、医学部と調整を行い、
対応を検討する予定である。 

 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

病院長の職務を補佐する者として副病院長を、病院長の職務のうち特定事項の職務を補佐す

る者として病院長補佐を置いているほか、病院長の諮問に応じ意見を具申する役割として、病

院顧問を置いている。また、本院の管理運営に関し、病院長に助言等を行う者として病院長特

別補佐を置くことができることとしている。 

 

さらに、病院長の諮問機関として、運営戦略部及び外部有識者（経営戦略アドバイザー）を

含む経営戦略部を設置し、多職種からなるメンバーで会議を行い、企画立案を行っている。 
   

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

   （人事） 

   副病院長の選考は、各診療部門の診療部門長、各診療科の診療科長、各治療室の治療室長、中

央診療施設の各部長（各センター長、機構長及び各室長を含む。）、薬剤部長、看護部長及び事

務部長のうちから病院長が推薦し学長が選考するもの、病院長補佐の選考は、各診療部門の診療

部門長、各診療科の診療科長、各治療室の治療室長、中央診療施設の各部長（各センター長、機

構長及び各室長を含む。）及び薬剤部長のうちから病院長が指名するものとしている。 

  （研修） 
   全国病院長会議等が主催する分野別、職階別の各種研修会に執行部職員を積極的に参加させて

いる。また、日本医療機能評価機構主催の特定機能病院管理者研修にも毎年対象者を参加させて
いる。 

 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

以下の活動を行っている。 

(1)医療安全管理に関する責任者、医薬品安全管理に関する責任者、医療機器安全管理に関する責任

者、安全管理部及び医療安全管理委員会が行う業務の状況について病院長から報告を求め、又は必要

に応じて自ら確認を実施すること。 

(2) 必要に応じ、学長又は病院長に対し、医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよう意

見を表明すること。 

(3) 上記に掲げる事項について、その結果を公表すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

病院ホームページにて公表。 

 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

後   信 九州大学病院 

医療安全管理

部 部長 

○ 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者その他の

学識経験を有す

る者 

有・無 1 

川添 志 山下・川添総合

法律事務所 

弁護士 

 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者その他の

学識経験を有す

有・無 1 



 
 
 

 
る者 

飯 田  由 紀

子 

  医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

 

規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを
確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 
    学外の弁護士に病院顧問を委嘱し、必要に応じて、本院運営に係る法的な助言を得ている。

また、病院運営会議（原則毎週開催）に学長指名の副学長及び学外者（弁護士）が構成員とし
て出席している。さらに、役員会や経営協議会（外部委員を含む）において、病院の決算状況
等の審議がなされており、毎年監事監査を受審している。 

 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   大学ホームページにて公表。 
 

 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に
係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 

役員会及び経営協議会で病院決算状況等について審議を行っていること、病院運営会議（原則毎
週開催）に学長指名の副学長が構成員として出席していること、並びに、毎年、監事監査を受審し
ていることから、業務の監督体制は整備されている。 

 
 ・ 会議体の実施状況 

（令和３年度）：役員会年１３回、経営協議会 年７回（うち書面会議１回）、 
病院運営会議 年２５回 

 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ） 
  （令和３年度）：経営協議会 年７回（うち書面会議１回）、病院運営会議 年２５回 
 

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ） 
  （令和３年度）：役員会 
 
 



 
 
 

 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
    大学ホームページにて公表。 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

 

規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

○院内 HP(イントラネット）に掲載している。 

○院内講習会にて周知している。 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

地域や患者の医療機関の選択に資するため、病院ホームページで各診療科の特徴や対象とする

疾患について、情報発信している。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

〇複数診療科の医師及び多職種の医療スタッフを構成員としたチーム（精神科リエゾンチーム、

栄養サポートチーム、認知症ケアチーム、呼吸ケアチーム、外来緩和ケアチーム、糖尿病ケアサ

ポートチーム、透析予防診療チーム、排尿ケアチーム等）を設置し、チーム医療を実践している。 

〇口腔管理センターを設置し、術後の周術期口腔ケアだけでなく、保存・補綴も含め、必要な歯

科治療全てを扱い、医科歯科連携医療を推進している。 

 

 

 

 

 


